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海
外
ト
ピ
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メ
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の
地
方
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国
・
選
挙
腐
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防
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の
軌
跡
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【
特
集
】
市
民
サ
イ
ド
か
ら
の
政
治
・
選
挙
情
報
の
発
信
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〈
表
紙
の
紹
介
〉

村
上

尚
徳

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官
）

男
の
子
が
お
ば
あ
さ
ん
を
背
負
っ
て
選
挙
に
連
れ

て
行
っ
て
あ
げ
て
い
る
情
景
で
し
ょ
う
か
。
男
の
子

の
踏
み
出
し
た
右
足
が
大
き
く
描
か
れ
て
お
り
、
標

語
の
「
一
歩
前
進
」
と
い
う
言
葉
を
強
調
す
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
さ
ん
の
大
事
な
一
票
を
、

男
の
子
が
応
援
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

（
雑
誌
「
選
挙
」
平
成
18
年
１
月
号
か
ら
転
載
）

〈
裏
表
紙
の
紹
介
文
〉

本
年
八
月
に
実
施
し
た
交
通
広
告
お
よ
び
雑
誌
広

告
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

服
部
里
美
さ
ん

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校
3
年
（
受
賞
当
時
）

名言の舞台 .......................................................................................................................................................... 3
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こ
の
名
言
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ

リ
ス
を
代
表
す
る
歴
史
家
ア
ク
ト
ン
卿

が
、
一
八
八
七
年
四
月
五
日
、
後
の
イ
ギ

リ
ス
国
教
会
の
主
教
、
マ
ン
デ
ル
・
ク
レ

イ
ト
ン
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
述
べ
た
も

の
で
、
政
治
の
世
界
で
は
も
っ
と
も
有
名

な
名
言
の
一
つ
で
す
。

政
治
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
集

団
な
ど
の
各
種
組
織
に
お
い
て
も
、
批
判

や
自
戒
の
警
句
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
ま

す
の
で
、
ア
ク
ト
ン
卿
の
名
前
は
知
ら
な

く
と
も
、
こ
の
名
言
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。

ア
ク
ト
ン
卿
は
、
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
で
、
自
由
主
義
的
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想

家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
当
時
の
ロ
ー
マ
教

皇
ピ
オ
九
世
の
中
央
集
権
的
絶
対
主
義
と

対
立
し
ま
し
た
。

政
治
に
対
し
て
も
自
由
主
義
者
と
し
て

の
理
想
を
持
ち
続
け
、
州
と
連
邦
が
相
互

に
チ
ェ
ッ
ク
し
合
う
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
民

主
制
を
、
世
界
で
も
っ
と
も
自
由
な
社
会

が
生
ま
れ
た
と
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
名
宰
相
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー

ン
と
の
親
交
が
深
く
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー

ン
が
一
八
八
六
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治

法
案
を
提
出
し
、
自
由
と
自
治
、
権
力
の

分
割
と
異
国
民
の
友
好
の
実
現
に
執
念
を

燃
や
し
た
の
も
、
ア
ク
ト
ン
卿
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
八
九
五
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教

授
に
就
任
し
、「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
近
代
史

叢
書
」
全
十
二
巻
の
企
画
編
集
者
と
な
り

ま
し
た
。
博
学
を
も
っ
て
知
ら
れ
ま
し
た

が
、
一
冊
の
著
作
も
世
に
問
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
代
国
家
は
権
力
の
腐
敗
を
防
ぐ
手
段

と
し
て
、
代
表
者
の
公
選
と
三
権
分
立
の

仕
組
み
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
仕
組
み
を

つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
有
効
に
機

能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ジョン・E・アクトン
1834年生、1902年没

権力は腐敗する傾向にある
絶対的権力は
絶対的に腐敗する
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わが国のインターネット利用人口は2005年末で

8,500万人を超えました（総務省調べ）。このイン

ターネットを使って、NPOや若者のグループが、

有権者に投票参加を呼びかけたり、候補者情報や

ネット世論調査の結果など政治や選挙の判断材料

を提供する事例が増えています。公開討論会や模

擬投票の実施など、インターネットとは直接の関係

を持たずに始まった運動も、インターネットを活用

することによってその輪を拡げています。また、

2006年2月にはヤフー株式会社が、閲覧者も情報提

供者となる総合的な政治情報サービス「Yahoo！

みんなの政治」を開設し、さらに7月には、市民

主な政治･選挙関連サイトの状況� 2006年9月現在�

類
型�

運
動
型�
情
報
提
供
型�

投
票
よ
び
か
け
型�

提
言
型�

サイト名� 内容等�

.JP（ドットジェイピー）�

STATESMAN�

リンカーン・フォーラム�

Rights�

GEIL2006�

Election．�

seiron（若者たちの政策メディア）�

Yahoo！みんなの政治�

ザ・選挙（JANJAN全国政治家データベース）�

政治家・政策データベース�

YES！PROJECT�

投票に行こう�

Over80！�

無関心党�

やっぱ選挙でしょう�

ppi（政策過程研究機構）�

構想日本�

JPF（日本政策フロンティア）�

�

議員インターンシップ・コーデイネート事業など。1998年に学生のサークルから誕生。�

信頼できる政治家の発掘・支援。1997年、大学生有志が集まって設立。�

公開討論会の開催支援。2000年、政治・教育・環境NGOの「地球市民会議」から独立。�

未成年者の模擬投票のサポートなど。2001年スタート。�

学生が運営する学生のための政策立案コンテスト。今年で8回目。�

2000年6月に開設した選挙情報専門サイト（候補者情報、ネット世論調査等）。�

各党のマニフェスト比較、選挙のテーマ別基礎解説などを提供。2003年6月開設。�

政治・選挙に関する情報を分かりやすく提供する総合サイトとして2006年2月スタート。�

JANJAN（NPO型インターネット新聞）の政治版として2006年7月オープン。�

現職国会議員のプロフィールと政策意見を集めたデータベース。「構想日本」が提供。�

若手起業家による、ブログやSNSを使って若者の政治参加を促そうという運動。�

経済同友会による選挙への投票呼びかけ。国政選挙の都度開設。�

個人による投票率80％以上の呼びかけ。1998年スタート。選挙管理委員会ウオッチング等。�

ブラックジョークによる投票参加の呼びかけ。�

学生向けアンケートなど、政治に関心を持ってもらうための情報の提供。2005年10月開設。�

市民の政策ニーズを集約し、政策の立案、提言。2001年設立の非営利政策シンクタンク。�

公職選挙法改正案等の提言、フォーラムの開催など。�

政策提言のほか公開討論会開催支援、ローカルマニフェスト作成支援など。�

�（注）順不同。編集部において取りまとめたもので、類型区分は一般に認証されたものではない。�

記者によるインターネット新聞JANJANが全国5

万人の政治家データベース「ザ・選挙」をスター

トさせました。これらは、従来のマスメディア

や政党が提供するプロによる政治･選挙情報とは

異なり、市民サイドからの政治･選挙情報の発信

と言うことができるでしょう。

下の表はこれらのwebサイトの状況をまとめ

たものですが、今号では、その中から三つの事

例を選び、それぞれの代表者に活動のねらいや

成果等について執筆いただくとともに、明治学

院大学の川上教授にネットワーク型社会と政治

参加のあり方について総括していただきます。
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リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
　

内
田
豊

本
当
に
投
票
率
を

向
上
さ
せ
る
現
場
の
舞
台
裏

し
て
「
集
客
数
」、「
満
足
度
」、
そ
し
て
「
投
票
率

の
向
上
」
を
用
い
て
い
る
。

【
リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
】

私
た
ち
の
組
織
は
、
公
開
討
論
会
の
開
催
方
法
を

指
導
す
る
本
部
・
地
域
窓
口
と
、
各
地
の
選
挙
で
討

論
会
を
開
く
地
元
の
実
行
委
員
会
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

本
部
は
主
と
し
て
、
主
催
者
に
対
す
る
運
営
方
法

の
ア
ド
バ
イ
ス
・
講
演
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
関

連
情
報
の
収
集
・
分
析
・
公
開
等
を
行
っ
て
い
る
。

本
部
と
地
元
の
実
行
委
員
会
を
結
ぶ
強
力
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
、
W
e
b
サ
イ
ト
と
会

員
制
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

『
公
開
討
論
会
の
開
き
方
』（
毎
日
新
聞
社
刊
）
を
、

二
〇
〇
〇
年
に
W
e
b
サ
イ
ト
で
無
料
公
開
し
た
結

果
、
全
国
の
誰
も
が
容
易
に
公
開
討
論
会
を
開
催
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
総
選
挙
で
は
、
三

〇
〇
小
選
挙
区
中
二
三
〇
カ
所
で
の
実
行
委
員
会
の

立
ち
上
げ
に
寄
与
で
き
た
。
以
後
も
W
e
b
サ
イ
ト

は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
増
加
を
続
け
、
最
新
の
開
催
情
報

を
は
じ
め
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
Q
&
A
、
開
催
履
歴

等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
討
論
会
の
映
像
や
音
声
等
が

満
載
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
会
員
制
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
は
、
討
論
会

の
開
催
を
希
望
す
る
有
志
が
e
メ
ー
ル
で
意
見
交
換

や
質
疑
応
答
を
行
う
場
だ
。
リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
実
際
の
運
用
で
鍛
え
上
げ
ら

れ
た
実
践
的
な
内
容
だ
が
、
そ
れ
で
も
現
場
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
な
い
様
々
な
問
題
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
時

に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
質
問
す
れ
ば
、
全
国
の
経

験
者
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
経
験
談
を
披
露
し
て
く
れ

る
。
ま
た
失
敗
談
も
包
み
隠
さ
ず
公
開
し
、
後
進
の

主
催
者
が
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
に
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
全
会
員
が
共
有
し
て
い
る
。
W
e
b
サ
イ
ト

で
は
不
可
能
な
ス
ピ
ー
ド
と
品
質
で
、
知
恵
の
共
有

が
で
き
る
点
が
長
所
だ
。
登
録
会
員
は
常
時
五
〇
〇

名
を
超
え
、
日
本
の
政
治
系
会
員
制
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
と
し
て
最
大
、
か
つ
最
古
参
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
は
汎
用
化
し

た
後
に
W
e
b
サ
イ
ト
に
反
映
さ
れ
、
全
国
に
フ
ィ

【
公
開
討
論
会
支
援
開
始
の
き
っ
か
け
】

リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
公
職
選
挙
で
立

候
補
者
を
一
堂
に
集
め
た
公
開
討
論
会
を
、
民
間
の

手
に
よ
っ
て
公
平
・
中
立
に
開
催
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
N
G
O
で
あ
る
。

日
本
で
は
一
九
八
三
年
に
公
営
の
立
会
演
説
会
が

廃
止
さ
れ
て
以
来
、
選
挙
の
時
、
候
補
者
同
士
の
政

策
論
議
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
小
田
全
宏

氏（
現
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
政
策
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理

事
長
）
が
、
英
国
の
選
挙
時
に
お
け
る
公
開
討
論
会

を
目
の
当
た
り
に
し
、
日
本
へ
の
導
入
を
考
え
〈
リ

ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉
を
創
設
し
た
の
が
始
ま

り
で
あ
る
。
肝
要
な
の
は
国
民
の
政
治
啓
発
で
あ
り
、

米
国
の
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
が
「
人
民
の
人
民
に
よ

る
人
民
の
た
め
の
政
治
」
と
宣
言
し
た
理
想
の
民
主

主
義
を
こ
の
日
本
に
根
付
か
せ
る
こ
と
が
私
達
の
目

指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
私
た
ち

は
公
開
討
論
会
を
開
催
し
、
達
成
度
の
モ
ノ
サ
シ
と

●プロフィール

うちだゆたか

公開討論会支援NGO「リンカ
ーン・フォーラム」代表代行
兼事務局長。
会社員、ISO9001、情報セキ
ュリティコンサルタント。
2000年にリンカーン・フォー
ラムを設立、全国へ公開討論
会の普及・指導に当たってい
る。



足
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
の
地
域
で
初
め
て
開
催
さ

れ
た
と
き
は
目
新
し
さ
か
ら
満
足
度
は
高
い
も
の
だ

が
、
三
回
目
、
四
回
目
で
も
満
足
度
が
高
い
理
由
は
、

実
行
委
員
会
が
創
意
工
夫
し
て
内
容
を
進
化
さ
せ
て

い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
投
票
率
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
も

統
計
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
地
域
で
初
め
て
公

開
討
論
会
が
開
催
さ
れ
る
と
、
前
回
の
選
挙
と
比
較

し
て
、
投
票
率
が
平
均
で
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
地
域
で
二
回
目
以
降
の
討
論
会
で

も
、会
場
を
満
席
に
す
る
と
投
票
率
は
再
び
向
上
す
る
。

な
ぜ
、
多
く
て
二
〇
〇
〇
人
程
度
し
か
収
容
で
き

な
い
公
開
討
論
会
が
投
票
率
向
上
に
貢
献
す
る
の

か
。
そ
れ
は
来
場
者
の
表
情
の
変
化
に
表
れ
て
い
る
。

最
初
「
誰
が
一
番
か
見
極
め
て
や
る
」
と
、
あ
た
か

も
評
論
家
の
よ
う
に
椅
子
に
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
聞
い

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
討
論
が
進
む
う
ち
に
、
自
分
の

街
が
大
変
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

そ
し
て
そ
の
課
題
を
こ
れ
ま
で
放
置
し
、
自
分
が
き

ち
ん
と
投
票
し
な
か
っ
た
た
め
に
失
政
が
続
い
て
き

た
こ
と
に
気
づ
く
の
だ
。
討
論
の
後
半
で
は
誰
も
が

前
の
め
り
に
な
り
、
メ
モ
を
取
り
出
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て
翌
日
に
は
討
論
会
の
こ
と
が
新
聞
で
大
き
く

報
道
さ
れ
、
目
覚
め
た
有
権
者
た
ち
は
こ
の
記
事
を
き

っ
か
け
に
、
討
論
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
近
所
中
に
伝

え
て
い
く
の
だ
。
こ
の
ク
チ
コ
ミ
こ
そ
が
、
投
票
数
が

飛
躍
的
に
増
え
る
要
因
だ
と
私
達
は
推
測
し
て
い
る
。

最
近
で
は
討
論
会
の
テ
レ
ビ
放
映
の
効
果
も
大
き

い
。
長
野
市
長
選
公
開
討
論
会
を
放
映
し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ

6

ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
リ
ン

カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
つ
ね
に
進
化

を
続
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て
い
る
が
、
私
達
は
W
e
b

に
よ
る
政
治
評
論
や
情
報
提
供
だ
け
の
バ
ー
チ
ャ
ル

活
動
で
、
国
民
が
投
票
行
動
を
起
こ
す
な
ど
と
い
う

生
や
さ
し
い
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。
国
民
を
討
論

会
の
場
に
呼
び
寄
せ
、
候
補
者
の
生
の
声
を
伝
え
、

五
感
に
訴
え
る
現
実
世
界
で
の
堅
実
な
活
動
こ
そ

が
、
国
民
の
目
を
覚
ま
さ
せ
る
と
確
信
し
て
、
そ
れ

を
数
字
で
証
明
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
討

論
会
を
開
催
す
る
た
め
に
行
う
候
補
者
と
の
出
演
交

渉
、
集
客
活
動
、
そ
し
て
舞
台
運
営
こ
そ
が
私
た
ち

の
活
動
の
中
心
で
あ
る
。【

実
　
績
】

私
た
ち
の
討
論
会
開
催
数

は
全
国
で
一
一
〇
〇
回
を
超

え
る
。国
政
選
挙
を
は
じ
め
、

自
治
体
の
首
長
選
や
議
会
議

員
選
で
も
実
施
し
、
同
じ
選

挙
で
複
数
回
開
催
す
る
こ
と

も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
。

来
場
者
数
は
全
選
挙
平
均
で

約
四
〇
〇
人
、
市
長
選
に
限

れ
ば
平
均
六
〇
〇
人
に
及
ぶ
。

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
つ
ね
に
80
％
以
上
が
満

Ｖ
局
は
、
開
局
以
来
最
高
の
視
聴
率
を
記
録
し
た
。

ま
た
、
私
達
は
、
各
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
と
も

良
好
な
関
係
を
築
い
て
お
り
、
討
論
会
に
対
し
て
も

高
い
信
頼
を
得
て
い
る
。
新
聞
で
討
論
会
の
こ
と
を

知
り
、
地
元
で
の
開
催
を
希
望
し
た
方
が
選
管
に
相

談
に
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
選
管
か
ら
リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
話
も

と
き
ど
き
耳
に
す
る
。大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

【
今
後
の
課
題
】

全
国
に
定
着
し
て
き
た
公
開
討
論
会
だ
が
、
課
題

も
多
い
。
第
一
に
公
職
選
挙
法
で
、
選
挙
期
間
中
の

開
催
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、

選
挙
期
間
中
は
実
行
委
員
会
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
告

知
で
き
ず
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
配
布
時
も
候
補
者
の
氏

名
を
記
載
で
き
な
い
。
私
達
は
こ
れ
ら
の
不
合
理
な

法
律
の
改
正
を
求
め
、
繰
り
返
し
政
策
提
言
を
行
っ

て
い
る
。

第
二
に
、
会
場
費
を
は
じ
め
開
催
費
用
の
問
題
で

あ
る
。
ど
の
選
挙
で
も
開
催
す
る
た
め
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
が
欠
か
せ

な
い
が
、
予
算
を
持
た
な
い
彼
ら
は
会
場
費
、
広
告

費
等
の
工
面
に
腐
心
す
る
。
そ
こ
で
、
自
治
体
に
対

し
て
こ
の
活
動
の
公
益
性
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
公

営
施
設
の
無
償
貸
与
を
申
し
出
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
の
自
治
体
で
赤
字
財
政
を
理
由
に
適
用
さ
れ
な
い
。

私
た
ち
の
活
動
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
行
政
や

公
益
法
人
な
ど
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
幸
い

で
あ
る
。
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seiro
n

代
表
　

三
摩
広
行

〜
政
治
政
策
を
わ
か
り
や
す
く
〜

若
者
た
ち
の
政
策
メ
ディ
アseiron

【
選
挙
カ
ー
か
ら
何
を
訴
え
た
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
】

選
挙
に
な
る
と
、
候
補
者
は
選
挙
カ
ー
か
ら
「
私

は
○
○
選
挙
に
立
候
補
し
ま
し
た
△
△
△
△
で
す
」

「
私
は
〜
〜
改
革
を
目
指
し
ま
す
」
と
大
声
を
張
り

上
げ
る
が
、
名
前
を
連
呼
す
る
ば
か
り
で
、
何
を
伝

え
た
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
選
挙
公
報
は
き
わ

め
て
見
に
く
く
、
一
票
の
選
択
に
役
立
つ
中
身
は
ほ

と
ん
ど
見
つ
か
ら
な
い
。
何
も
分
か
ら
な
い
状
態
で

投
票
し
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、
無
理
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
政
治
家
や
選
挙
制

度
が
、
若
者
の
感
覚
か
ら
あ
ま
り
に
も
離
れ
て
い
る
。

政
治
家
は
、
若
者
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
興

味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
く
み
取
る
こ
と
が
必
要
だ
。

私
は
こ
の
よ
う
な
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
の
疑
問

を
抱
え
て
い
た
と
き
、
東
京
都
内
の
知
人
に
誘
わ
れ
、

総
選
挙
で
登
場
し
た
各
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政

権
公
約
）
を
若
者
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
比
較
す
る
サ
イ
ト
、
若
者
た
ち
の
政
策

メ
デ
ィ
アseiron

（http://w
w
w
.seiron.org

）
の

立
ち
上
げ
に
参
加
す
る
に
い
た
っ
た
。

【
政
治
や
政
策
の
基
礎
知
識
が
な
い
人
に
】

seiron

で
は
、
政
治
や
政
策
の
基
礎
的
な
解
説
を

行
う
「
わ
か
る
！
テ
ー
マ
別
基
礎
解
説
」
や
政
策
の

比
較
・
評
価
を
行
う
「
テ
ー
マ
別
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
比

較
」「
ニ
ュ
ー
ス
で
追
跡
！
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
等
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
の
衆
議
院
選
挙
時
に
サ
イ
ト
を
オ
ー

プ
ン
し
、
当
時
は

〃
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
〃
が
流
行
語
に

な
る
ほ
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
、
同
時
にseiron

も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
三
週
間

で
一
四
万
ヒ
ッ
ト
も
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
参
議
院
選
挙
や
二
〇
〇
五

年
衆
議
院
選
挙
で
も
、
選
挙
特
集
と
し
て
各
政
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
比
較
・
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
選

挙
が
な
い
時
期
で
も
「
ニ
ュ
ー
ス
で
追
跡
！
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
し
て
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
で
訴
え
た
内
容
が
そ
の
後
実
際
の
政
治
活
動

で
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
た
の
か
を
解
説
し
て
い
る
。

サ
イ
ト
運
営
を
行
う
と
き
に
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、「
政
治
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
、
む
ず
か
し
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
で
も
サ
イ
ト
の
内
容
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
政
治
の
専
門
用
語
を

わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
言
い
換
え
る
こ
と
、
図
や
表
、

そ
し
て
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
る
こ
と
、「
政
治
は
む
ず
か

し
い
」
と
思
っ
て
い
る
当
事
者
の
私
た
ち
が
ま
ず
理
解

で
き
る
よ
う
な
解
説
原
稿
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

【
日
ご
ろ
か
ら
政
治
や
政
策
に
対
し
て

目
を
向
け
る
こ
と
で
理
解
は
深
め
ら
れ
る
】

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
二
〇
〇
三
年
衆
議
院
選
挙
に
本

格
的
に
登
場
し
て
か
ら
認
知
度
は
次
第
に
高
ま
っ
て

い
る
が
、
有
権
者
が
自
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
読
み
、
理

解
し
、
自
分
の
投
票
行
動
に
活
か
し
、
ま
た
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
実
際
の
成
果
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
や
は
り
ま
だ
難
し
い
。

普
段
、
私
は
民
間
の
会
社
で
働
い
て
い
る
が
、
毎

朝
の
通
勤
時
に
は
日
経
新
聞
で
経
済
や
企
業
欄
を
中

心
に
読
み
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
ど
う
な
っ
た
の
か
を

政
治
欄
で
確
認
す
る
こ
と
は
ど
う
し
て
も
二
の
次
、

三
の
次
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
選
挙
前
に
な
っ

て
急
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と

●プロフィール

さんまひろゆき

NPO 若者たちの政策メディ
ア「seiron」代表。会社員。
立ち上げからseiron に参加
し、政治と有権者のハブ役を
目指し、わかりやすいサイトづ
くりに当たっている。
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解
説
し
て
も
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
日
常
的
な
政
治
活
動
に
有
権
者
が
関
心

を
持
ち
、
将
来
予
定
さ
れ
る
選
挙
に
向
け
た
準
備
を

日
々
コ
ツ
コ
ツ
と
で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
サ
イ

ト
で
は
、「
ニ
ュ
ー
ス
で
追
跡
！
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ン

テ
ン
ツ
で
は
、
話
題
に
な
っ
た
時
事
問
題
を
テ
ー
マ

に
し
、
政
府
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
か
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
ど
の
く
ら

い
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
解
説
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
二
〇
〇
五
年
二
月
一
六
日
に
京
都
議
定
書
が

発
効
す
る
と
い
う
報
道
が
あ
れ
ば
、
こ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
で
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
記
述
さ
れ
て
い
る
温
暖

化
対
策
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

【
有
権
者
が
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
】

私
た
ちseiron

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
有
権
者
一
人

ひ
と
り
が
政
治
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
高
め
、
自

ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
、
私
た
ち
が
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
、
知
識
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に

投
票
に
（
政
治
に
）
参
加
で
き
な
い
人
に
対
し
て
必

要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

政
治
に
主
体
的
に
参
加
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
か
？
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ
を
比
較
し
て
考
え
て

み
る
の
と
お
も
し
ろ
い
。

プ
ロ
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
は
、
日
常
的
に
選
手
や
球

団
か
ら
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
プ
レ
イ
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
フ
ァ
ン
は
ス
タ
ジ
ア
ム
や
Ｔ
Ｖ
中
継
で

観
戦
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
雑
誌
で
試
合
結
果

を
知
る
。
さ
ら
に
は
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
で
疑
似
体
験
さ
え

で
き
る
。
選
手
の
育
成
環
境
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、

幼
い
と
き
か
ら
体
育
教
科
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
競

技
を
経
験
す
る
。

一
方
で
政
治
の
場
合
は
、
有
権
者
が
政
治
家
の
行

動
を
議
会
に
行
っ
て
傍
聴
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
し
、
国
会
の
議
事
録
を
読
む
こ
と
も
な
い
。
幼
い

こ
ろ
か
ら
政
治
に
参
加
で
き
る
機
会
が
不
足
し
て
い

る
。
何
も
国
会
議
員
が
ア
イ
ド
ル
化
す
る
こ
と
を
望

ん
で
い
な
い
が
、
政
治
家
や
政
党
が
や
ろ
う
と
す
る

こ
と
を
有
権
者
に
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、

有
権
者
が
政
治
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
作
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

seiron

は
政
治
と
有
権
者
の
ハ
ブ
役
に
な
り
、
そ

ん
な
き
っ
か
け
を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　

川
邊
健
太
郎

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
政
治
情
報

│Y
a
h
o
o
!

み
ん
な
の
政
治
か
ら

【
み
ん
な
の
政
治
と
は
？
】

Y
ah
oo!

み
ん
な
の
政
治
（
以
下
「
み
ん
な
の
政

治
」）
は
、
二
〇
〇
六
年
二
月
二
二
日
に
開
始
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
政
治
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
既
存
の
政
治
報
道
サ
イ
ト
と

は
異
な
り
、
サ
イ
ト
運
営
社
が
政
治
記
事
を
書
く
の

●プロフィール

かわべけんたろう

ヤフー株式会社 プロデュ
ーサー。
2000年ヤフー株式会社入
社、Yahoo!モバイルの総
括プロデューサーとなり、
その後 Yahoo!ボランティ
ア、Yahoo!災害速報、災
害インターネット募金をプ
ロデュース。2005年12月同
社サービス統括部内におい
て社会貢献企画を設立し、
2006年2月 Yahoo!みんな
の政治をプロデュース。
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で
は
な
く
、
政
党
、
国
会
議
員
、
報
道
機
関
、
シ
ン

ク
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
政
治
に
関
連
す
る
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
集
め
て
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
、
利
用

者
に
提
供
す
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
二
〇
〇
六

年
八
月
現
在
、
主
な
機
能
は
、

①
議
員
検
索：

国
会
議
員
の
経
歴
、
活
動
記
録
、
国
会

で
審
議
さ
れ
る
議
案
の
賛
否
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
掲
載

さ
れ
た
議
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
ペ
ー
ジ
が
検
索
で
き
る

②
議
案
検
索：

第
一
六
二
国
会
以
降
に
本
会
議
で
審

議
さ
れ
た
議
案
（
決
議
、
条
約
な
ど
を
除
く
）
の

詳
細
や
各
政
党
の
賛
否
が
コ
メ
ン
ト
付
き
で
検
索
で

き
る

③
政
治
ガ
イ
ド：

政
治
・
国
会
の
基
本
的
な
仕
組
み

や
用
語
解
説
、
議
員
秘
書
を
テ
ー
マ
に
し
た
マ
ン

ガ
な
ど
初
心
者
向
け
の
情
報
を
提
供

④
政
治
記
事
読
み
比
べ：

週
刊
誌
や
新
聞
な
ど
既
存

媒
体
の
政
治
記
事
を
読
み
比
べ
す
る
こ
と
の
で
き

る
機
能

⑤
み
ん
な
の
政
治
投
票：

Y
ah
oo!

投
票
を
用
い
た

お
客
様
参
加
型
の
簡
易
な
世
論
調
査
機
能

な
ど
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
月
間
で
約
一
〇
〇
万
人

以
上
の
方
が
閲
覧
し
て
い
る
。
生
の
政
治
情
報
を
直

接
書
き
込
ん
で
い
る
国
会
議
員
も
四
〇
〇
名
を
超
え

て
お
り
、
今
後
も
閲
覧
者
と
書
き
込
み
を
行
う
国
会

議
員
が
増
加
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

【Y
a
h
o
o
!J
A
P
A
N

の
社
会
貢
献
事
業
】

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
をY

ah
oo!JA

P
A
N

と
し
て

提
供
す
る
背
景
に
は
、Y

ah
oo!JA

P
A
N

の
社
会
貢

献
事
業
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。Y

ah
oo!JA

P
A
N

を
運
営
す
る
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
は
、
一
九
九
六
年
の

創
業
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
事
業
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
通
じ
て
行
っ
て
き
た
。
子
供
向
け

の
安
心
し
て
利
用
で
き
る
検
索
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

Y
ah
oo!

き
っ
ず
、
全
国
の
N
P
O
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
顧
客
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
啓
蒙
す
るY

ah
oo!

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
日
本
全
国
で
発
生
す
る
震
度
三
以
上
の

地
震
や
津
波
情
報
をY
ahoo!JA

P
A
N

上
の
全
ペ
ー
ジ

に
速
報
し
た
り
、
防
災
の
啓
蒙
を
行
うY

ahoo!

災
害

情
報
な
ど
、
公
共
性
の
高
い
、
社
会
的
に
意
義
の
あ

る
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
提
供

し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
の
サ
イ
ト
を
企

画
運
営
す
る
専
門
の
部
署
を
社
内
に
設
置
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
社
会
貢
献
事
業
専
門
部
署
に
お
い
て

Y
ahoo!

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
やY

ahoo!

災
害
情
報
の
企

画
と
サ
イ
ト
運
営
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
末
、

Y
ah
oo!JA

P
A
N

サ
ー
ビ
ス
開
始
一
〇
周
年
で
あ
る

二
〇
〇
六
年
に
向
け
て
社
会
貢
献
活
動
の
新
サ
ー
ビ

ス
を
企
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
メ
ン
バ
ー
で
議
論
を
行

っ
た
。
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
上
で
前

提
と
し
て
い
る
日
本
と
い
う
国
家
や
市
場
、
地
方
な

ど
が
持
つ
諸
問
題
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
や
議
論
を
行

い
、
そ
れ
ら
を
改
善
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
ニ

ー
ズ
が
な
い
か
を
探
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
リ
サ
ー
チ
の

中
でY

ahoo!JA
P
A
N

の
メ
イ
ン
の
顧
客
で
あ
る
二
〇

代
、
三
〇
代
の
若
年
有
権
者
層
の
選
挙
に
お
け
る
投
票

率
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
がY

ah
oo!JA

P
A
N

を
提
供
で

き
る
健
全
な
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
も
、
健
全
な
る
政
治
状
況
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
将
来
を
担
う
べ
き
若
年

有
権
者
層
の
政
治
に
対
す
る
関
心
の
低
下
は
国
民
全

体
の
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
国
民
の
政
治
理

解
の
促
進
や
選
挙
時
の
投
票
率
の
向
上
に
貢
献
で
き

る
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
社
会
貢
献

活
動
の
新
た
な
る
軸
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。
以
後
、
一
年
以
上
の
準
備
期
間

を
経
て
み
ん
な
の
政
治
が
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
っ
た
。

【
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
化
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

二
〇
〇
六
年
に
入
っ
て
か
らW

eb
2.0

と
い
う
言

葉
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。W

eb
2.0

の
概
念
を
一
言
で
説
明
す
る
の
は

難
し
い
が
、
筆
者
は
シ
ン
プ
ル
に
「
勝
ち
残
っ
た
有

力
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
が
内
包
す
る
諸
要
素
」

と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
重
要
な
要
素
と
し
て

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
やC

G
M

（C
o
n
su
m
e
r

G
enerated

M
edia

）
の
概
念
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

W
eb

の
サ
イ
ト
（W

eb1.0

的
な
サ
イ
ト
）
は
従
来
メ
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【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
政
治
と
は
？
】

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
通
信
技
術
の
発

達
で
一
九
八
〇
年
代
か
ら
盛
ん
に
使
わ
れ
だ
し
、「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
社
会
」
の
形
成
が
、
政
治
参
加
の
あ

り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
も
そ
も
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、

明
治
学
院
大
学
法
学
部
長
　
　

川
上
和
久

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の

政
治
参
加

デ
ィ
ア
型
の
プ
ロ
に
よ
る
情
報
制
作
、
編
集
に
よ
っ

て
情
報
提
供
が
な
さ
れ
て
お
り
、
サ
イ
ト
閲
覧
者
は

あ
く
ま
で
も
受
け
手
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、

Ｃ
Ｇ
Ｍ
な
ど
の
概
念
や
具
体
的
な
機
能
に
よ
り
サ
イ

ト
参
加
者
が
能
動
的
に
情
報
を
提
供
し
、
サ
イ
ト
の

コ
ン
テ
ン
ツ
自
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
参
加
者
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
昨
年
の
衆
議
院
選

挙
で
自
民
党
が
多
数
の
〃
ブ
ロ
ガ
ー
〃
と
懇
談
会
を

行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
日
記
機
能
で
あ
る
〃
ブ

ロ
グ
〃
や
韓
国
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
トO

h
m
y
N
ew
s

に
代
表
さ
れ
る
市
民
記
者
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

な
ど
Ｃ
Ｇ
Ｍ
の
概
念
を
具
体
化
し
実
際
に
多
く
の
参

加
者
を
集
め
て
い
る
サ
イ
ト
は
、
サ
イ
ト
自
体
が
一

種
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
お
り
、W

eb2.0
的
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

み
ん
な
の
政
治
で
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
概

念
を
導
入
し
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
関
係
者
か
ら
の
情
報

を
主
体
的
に
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提
に
サ

ー
ビ
ス
が
作
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
政
党
は

み
ん
な
の
政
治
の
〃
議
案
検
索
〃
の
議
案
情
報
に
対

し
て
賛
否
の
態
度
と
コ
メ
ン
ト
を
、
国
会
議
員
は
〃
議

員
情
報
ペ
ー
ジ
〃
に
自
身
の
活
動
記
録
や
議
案
の
賛

否
コ
メ
ン
ト
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
〃
政
治
記
事
読

み
比
べ
〃
に
政
治
批
評
記
事
を
そ
れ
ぞ
れ
情
報
提
供

し
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
七
月
か
ら
提
供
し

て
い
る
〃
自
民
党
総
裁
選
、
民
主
党
代
表
選
特
集
〃
で

は
、
各
候
補
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
提
供
し
、

は
じ
め
て
一
般
の
サ
イ
ト
閲
覧
者
か
ら
の
情
報
提
供

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
政

治
関
係
者
、
有
権
者
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
っ
て
、

み
ん
な
で
政
治
的
課
題
を
議
論
し
て
い
く
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
、
名
実
共
に
サ
ー
ビ
ス
名
称
で
あ
る

〃

み
ん
な
の
政
治
〃
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

【
政
治
情
報
サ
イ
ト
の
今
後
】

日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
は
新
聞
社
な

ど
に
よ
る
政
治
の
報
道
サ
イ
ト
は
あ
っ
た
が
、
政
治

情
報
を
専
門
的
に
か
つ
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
サ

イ
ト
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
普
及
や
小
選
挙
区
制
に
お
け
る
選
挙
の
実
施
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
堅
実
な
増
加
な
ど
複
数

の
要
因
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
の
衆
議
院
選
挙
時
に

Y
ah
oo!JA

P
A
N

や
価
格.com

が
各
政
党
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
比
較
特
集
を
提
供
、
二
〇
〇
六
年
二
月
に

Y
ahoo!

み
ん
な
の
政
治
が
サ
ー
ビ
ス
開
始
、
七
月
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
社
のJA

N
JA
N

が
「
ザ
・

選
挙
」
と
い
う
選
挙
と
議
員
情
報
を
中
心
と
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
お
り
、
今
後

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
伴

い
同
様
の
サ
イ
ト
が
増
え
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

政
治
理
解
の
促
進
や
投
票
へ
の
啓
蒙
は
テ
レ
ビ
、

新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
今
後
も
大
き
な
争
点
の
解
説
や
世
論
調
査
、

注
目
選
挙
区
の
情
報
な
ど
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
、
新
聞

が
も
つ
役
割
や
影
響
力
に
変
化
は
な
い
と
考
え
る

が
、
各
選
挙
区
の
議
員
や
候
補
者
の
日
々
の
活
動
記

録
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
各
議
案
に
対
す
る
考

え
方
、
有
権
者
の
意
見
な
ど
、
〃
詳
細
な
政
治
情
報
〃

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
政
治
専
門
サ

イ
ト
が
情
報
提
供
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
で
は
、
多

く
の
有
権
者
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
の
ほ
か
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
参
考
に
し
て
投
票
に
行
く
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
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情
報
通
信
技
術
が
発
達
し
た
社
会
だ
け
の
専
売
特
許

で
は
な
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
も
と
も
と
、
漁

網
の
結
び
目
を
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
結
節
点

を
束
ね
た
シ
ス
テ
ム
を
意
味
し
て
い
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
明
確
化
す
る
た
め
に
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
性
質
を
表
現
す
る
い
く
つ
か
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、「
集
中
」
に
対
す
る
「
分
散
」
で
あ

り
、「
垂
直
」
に
対
す
る
「
水
平
」
で
あ
り
、「
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
」
に
対
す
る
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
キ

リ
ス
ト
教
の
弾
圧
に
対
し
て
、
信
徒
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
信
仰
心
を
糧
と
し
て
、
教
会
の
「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
築
き
、
対
抗
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

こ
う
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
社
会
を
形
成
し
、
促

進
し
て
い
く
た
め
の
、
ツ
ー
ル
の
一
つ
、
と
い
う
見

方
も
で
き
よ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
そ
も
そ
も
の
発
端
が
、
ソ
連

に
よ
る
核
攻
撃
に
対
し
て
、
中
枢
部
を
破
壊
さ
れ
て

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
機
能
す
る
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
用
意
し
、
相
互
に
繋
い
だ
米

国
の
「
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す

る
わ
け
だ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
の
形
成
は
不
可
分
の
も
の
、
と
も
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
も
含
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
社
会
に
お
け
る
政
治
参
加
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
ま
と
め
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
社
会
に
お
け
る
水
平
的
情
報
の
発
達
】

第
一
の
論
点
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
社
会
に
お
け

る
、「
水
平
的
情
報
の
発
達
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
、
少
数
の
情
報
源
か
ら
多
数

の
受
け
手
に
向
け
て
、
垂
直
的
に
情
報
発
信
が
な
さ

れ
て
い
る
状
況
下
で
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
送
り
手

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
、
限
ら
れ
た
情
報
の
影
響
力

が
大
き
く
な
る
場
合
が
あ
る
。

そ
れ
に
飽
き
足
ら
な
い
人
達
が
、
よ
り
多
く
の
政

治
情
報
を
求
め
、
発
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
団
体
、
個
人
を
問
わ
ず
、
分
散
型
の
情
報
発

信
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
自
体
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て

い
る
が
、
政
党
・
政
治
家
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
世
論

調
査
な
ど
の
選
挙
サ
イ
ト
、
市
民
団
体
の
政
策
比
較

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
多
く
の
政
治
に
関
連
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
ほ
ぼ
同
等
の
価
値
で
、
受
け
手
が
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ネ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
公
開

討
論
の
実
施
な
ど
、
有
権
者
の
政
治
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
、
多
元
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
個
人
の
ブ
ロ
グ
も
、
大
き
な
影
響
力
を

も
つ
場
合
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
に
行
わ
れ
た
米
国

の
大
統
領
選
で
は
、
共
和
党
陣
営
、
民
主
党
陣
営
と

も
に
、
ブ
ロ
グ
の
影
響
力
に
着
目
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ー
ル
で
、
自
ら
が
訴
え
た
い
政
策
を
、
ブ
ロ

グ
に
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
し
た
り
、
米
国
で
影
響
力

を
も
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
に
投
稿
す
る

よ
う
求
め
た
り
し
た
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
政
治
情
報
の
解
説

サ
イ
ト
や
公
開
討
論
の
実
施
な
ど
、「
市
民
主
体
の

情
報
発
信
」
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、「
水

平
的
情
報
の
発
達
」
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
か
ら
発
せ
ら
れ
る
情
報
が
、
有

権
者
の
政
治
的
関
心
を
惹
起
し
、
判
断
に
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
、
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

【
有
権
者
に
要
求
さ
れ
る
自
己
編
集
能
力
】

第
二
の
論
点
は
、
第
一
の
論
点
と
関
連
し
て
く
る

が
、「
情
報
を
束
ね
る
判
断
力
」
が
、
有
権
者
に
要

求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か

ら
の
垂
直
的
情
報
が
優
位
で
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

「
口
コ
ミ
」
は
、
信
憑
性
が
低
い
媒
体
と
み
な
さ
れ

る
。
信
憑
性
の
高
い
情
報
を
編
集
し
、
よ
り
信
憑
性

の
高
い
情
報
に
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
が
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
口
コ
ミ
は
、
信
憑
性
の
低
い
情

報
で
も
流
通
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
受
け
手
に
分

か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

で
は
、
情
報
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
発
す
る
情
報
も
、

個
人
の
ブ
ロ
グ
も
、
完
全
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、

同
列
に
近
い
形
で
扱
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
社
会
に
あ
っ
て
は
、
情
報
の
発

信
源
が
多
様
で
、
そ
の
信
憑
性
も
千
差
万
別
だ
。
情

報
発
信
も
、
公
開
討
論
な
ど
、
候
補
者
自
身
の
ナ
マ

の
声
に
接
す
る
こ
と
で
、「
判
断
の
基
準
」
を
提
供

す
る
こ
と
が
目
的
の
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

有
権
者
に
は
「
情
報
に
積
極
的
に
関
与
し
、
判
断
す
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る
力
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

【
逆
説
的
に
生
じ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
依
存
】

そ
こ
に
、
第
三
の
論
点
が
生
じ
て
く
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
発
信
さ
れ
る
こ
と
か
ら

逆
説
的
に
生
じ
る
、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
依
存
」
で
あ
る
。

あ
ま
り
に
多
種
多
様
な
情
報
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

な
ど
で
発
信
さ
れ
て
お
り
、
編
集
さ
れ
て
い
な
い
情

報
も
多
い
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
多
様
な
情
報
か
ら
、

自
分
自
身
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
己
編
集
し
て
、
判
断

す
る
に
足
る
情
報
に
し
て
い
く
コ
ス
ト
を
有
権
者
は

か
け
た
が
ら
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
一
部
の
情
報
だ

け
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
の
は
、
不
安
が
残
る
。
そ

こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
情
報
が
氾
濫
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
か
え
っ
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
情
報
を
依
存

す
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
傾
向
も
生
ま
れ
る
。

こ
の
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
依
存
」
は
、
特
に
若
い
世

代
の
「
活
字
離
れ
」
が
進
み
、
新
聞
を
読
む
層
が
減

少
し
つ
つ
あ
る
中
で
、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
提
供
す

る
情
報
依
存
」
と
い
う
形
で
、
新
聞
社
や
通
信
社
が

提
供
す
る
ネ
ッ
ト
情
報
へ
の
依
存
、
と
い
う
形
で
も

表
れ
る
。
現
実
に
、
日
本
新
聞
協
会
の
調
査
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
多
様
で
情
報
量
が
多
い
も

の
の
、
情
報
へ
の
信
頼
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
信
頼
度
が
ま
だ

ま
だ
高
い（
表
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
政
治
情
報
の

判
断
基
準
と
し
て
、
す
ぐ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
が
、
有
権
者
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
訳
で
は
な
く
、
新
聞
な
ど
が
ネ
ッ
ト
上
に
提
供

す
る
情
報
に
依
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
社
会
が
政
治
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
】

そ
れ
で
も
、
政
治
に
関
す
る
市
民
サ
イ
ド
の
情
報

発
信
は
、
よ
り
多
く
の
政
治
的
知
識
を
求
め
る
有
権

者
が
増
え
て
い
け
ば
、
ま
す
ま
す
活
性
化
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
理
想
型
と
し
て
の
近
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
政
治
参
加
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
み
に
よ
ら
な
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
政
治
に
関
す
る
情
報
発
信
が
な
さ
れ
、

受
け
手
が
、
そ
の
信
憑
性
の
チ
ェ
ッ
ク
も
含
め
て
、
自

己
編
集
能
力
を
発
揮
し
て
、
そ
う
い
っ
た
情
報
を
判

断
基
準
と
し
て
用
い
、
多
元
的
で
豊
富
な
知
識
を
も

と
に
政
治
参
加
す
る
こ
と
だ
。
市
民
サ
イ
ド
の
情
報

発
信
が
政
治
参
加
の
呼
び
水
に
な
る
こ
と
で
、
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
に
流
さ
れ

な
い
、
奥
行
き
の
深

い
民
主
主
義
が
涵
養

さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、

市
民
サ
イ
ド
の
情
報

発
信
が
、
そ
の
信
憑

性
を
高
め
て
い
く
努

力
と
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
情
報
が
カ
バ
ー
し

な
い
情
報
の
提
供
な

ど
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

情
報
と
の
「
棲
み
分

け
」
を
し
て
い
き
、

多
様
な
情
報
を
提
供

す
る
一
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
情
報
と
の
接
し
方
の

「
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」
を
、「
民
主
主
義
教
育
」
と
有

機
的
に
連
携
さ
せ
る
形
で
浸
透
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
、
市
民
サ

イ
ド
の
情
報
発
信
の
活
性
化
が
、
有
権
者
の
政
治
参

加
を
促
す
形
に
し
て
い
く
た
め
の
、
多
元
的
ア
プ
ロ

ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

表　各メディアの印象・評価� （％、実数=3,873、複数回答）�

テレビ�
（民放）�
�

テレビ�
（NHK）�

�

ラジオ�
�

雑誌�
インター�
ネット�
�

新聞�

58.2�
�

55.8�
�

50.5�
�

45.0�
�

44.8�
�

42.6�

41.1�
�

40.5�
�

37.9�
�

23.0�
�

21.6�
�

17.7�
�

42.6�
�

48.0�
�

8.2�
�

16.3�
�

30.0�
�

32.8�

14.2�
�

11.3�
�

37.7�
�

5.7�
�

7.5�
�

40.6�
�

44.5�
�

52.6�
�

45.9�
�

52.1�
�

33.9�
�

27.7�

36.4�
�

50.1�
�

27.0�
�

41.4�
�

27.4�
�

47.9�
�

16.9�
�

15.8�
�

6.7�
�

11.4�
�

10.8�
�

10.0�

6.9�
�

7.9�
�

13.6�
�

5.2�
�

4.2�
�

25.0�
�

13.3�
�

17.0�
�

5.8�
�

3.8�
�

9.2�
�

14.6�

9.7�
�

3.0�
�

19.6�
�

1.6�
�

21.5�
�

3.5�
�

25.4�
�

23.2�
�

14.5�
�

11.7�
�

17.7�
�

43.7�

12.9�
�

5.6�
�

41.8�
�

3.9�
�

26.5�
�

38.8�
�

情報源として欠かせない�
�
社会に対する影響力が
ある�
�
知的である�
�
情報が正確�
�
世の中の動きを幅広くと
らえている�
�
情報量が多い�
�
情報が整理されている�
�
情報内容が信頼できる�
�
多種多様な情報を知る
ことができる�
�
中立・公正である�
�
専門的である�
�
情報が速い�

※項目の中から一部を抜粋�
日本新聞協会広告委員会「2003年全国メディア接触・評価調査」�

●プロフィール

かわかみかずひさ

明治学院大学法学部教
授、法学部長。東京大
学大学院社会学研究科
博士課程単位取得後、
東海大学助教授等を経
て現職。神奈川県明る
い選挙推進協議会委員。
主な著書に『メディア
の進化と権力』『日本に
おけるメディア・ポリ
ティクス』などがある。
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選
び
方
は
一
つ
で
は
な
い
。
首
長
が
住
民
か
ら
選
ば

れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
議
会
議
員
の
中
か
ら
議
員
の

投
票
で
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
首
長
の
権
限
も
自

治
体
に
よ
り
様
々
だ
。

主
な
類
型
に
、
①
直
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
首
長

が
行
政
部
門
の
中
心
に
な
る
首
長
・
議
会
型
、
②
直

接
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
数
人
の
理
事
が
合
議
制
で
政

策
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
理
事
が
そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
行
政
部
局
を
主
導
す
る
理
事
会
型
、
③
そ

し
て
議
会
･
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
型
の
三
つ
が
あ
る
。

議
会
・
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
型
は
、
住
民
に
よ

っ
て
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
す
る
議
会
が
、
シ
テ
ィ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
行
政
や
都
市
経
営
の
専

門
家
を
任
命
し
、
そ
の
専
門
家
が
議
会
の
決
定
し
た

政
策
の
実
行
や
自
治
体
の
運
営
に
関
し
て
全
責
任
を

負
う
と
い
う
も
の
。
首
長
は
議
員
の
中
か
ら
選
ば
れ

る
が
そ
の
役
割
は
、
議
会
の
議
長
を
務
め
た
り
、
対

外
的
に
そ
の
都
市
を
代
表
す
る
な
ど
、
儀
礼
的
な
も

の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
ア
メ
リ
カ
に
は
自
治
体
が
約
二
万
あ
る
が
、

約
半
数
は
人
口
千
人
未
満
で
、
人
口
一
〇
万
人
以
上

の
自
治
体
は
二
四
一
（
全
体
の
一
・
二
％
）
に
過
ぎ
な

い
。
概
し
て
、
大
都
市
で
は
首
長
･
議
会
型
が
主
流

で
、
中
規
模
市
で
は
議
会
･
支
配
人
型
が
最
も
広
く

採
用
さ
れ
、
小
規
模
市
は
理
事
会
型
が
多
い
。
人
口

二
五
〇
〇
人
以
上
の
自
治
体
の
分
類
調
査
（
二
〇
〇

〇
年
）
に
よ
る
と
、
首
長
･
議
会
型
が
四
三
・
七
％
、
理

事
会
型
が
二
・
一
％
、
議
会
・
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

型
が
四
八
・
三
％
で
、
首
長
･
議
会
型
は
減
少
傾
向
、

議
会
・
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
型
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
①
市
政
の
政
争
の
弊
害
を
正
し
た
り
、
い
た
ず

ら
な
長
期
の
審
議
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
市

政
を
専
門
家
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
民
主
主
義
と

効
率
性
・
経
済
性
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
、

な
ど
の
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

★
日
本
の
状
況

日
本
で
も
長
年
い
ろ
い
ろ
な
場
で
、
シ
テ
ィ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
制
度
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

埼
玉
県
志
木
市
は
、
行
政
の
効
率
化
を
図
り
、
執

行
機
関
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
期

待
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
六
月
、
市
町
村
長
の
必

置
規
定
を
廃
止
し
、
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
を
採

用
す
る
と
い
う
特
区
構
想
を
提
案
し
た
が
、
実
現
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

本
年
五
月
に
は
、
第
二
八
次
地
方
制
度
調
査
会
の

答
申
を
受
け
て
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村

の
助
役
、
収
入
役
を
廃
止
し
て
副
市
町
村
長
に
一
元

化
し
、
副
市
町
村
長
に
は
市
町
村
長
の
権
限
の
一
部

を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
ッ

プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
に
近
づ
い
た

と
い
う
評
価
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
テ
ィ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
制
度
は
直
接
公
選
の
首
長
が
い
な
い
自
治

体
で
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
過
大

評
価
で
あ
ろ
う
。

★
ア
メ
リ
カ
の
地
方
自
治
制
度

ア
メ
リ
カ
は
独
立
的
主
権
を
有
す
る
五

〇
の
州
か
ら
な
り
、
地
方
制
度
は
各
州
が

独
自
に
定
め
て
お
り
一
様
で
は
な
い
。
州
内

の
地
方
団
体
に
は
、
州
政
府
の
出
先
機
関

で
あ
る
カ
ウ
ン
テ
ィ
、
自
治
体
（
日
本
の

市
町
村
に
あ
た
る
）、
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
、
学

校
区
、
特
別
行
政
区
な
ど
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
自
治
体
（
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ
、

個
々
に
は
シ
テ
ィ
、
ビ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
名
称
が
使

用
さ
れ
る
）
は
、
住
民
自
ら
の
意
思
に
よ
り
創
り
出

さ
れ
る
も
の
で
法
人
格
を
有
す
る
。
そ
の
た
め
、
自

治
体
の
な
い
地
域（
非
法
人
化
地
域
）も
相
当
あ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
国
民
の
二
割
は
ど
こ
の
自
治
体
に
も
属
し

て
い
な
い
。
自
治
体
を
設
立
す
る
に
は
、「
自
治
憲

章
」（
ホ
ー
ム
ル
ー
ル
）
を
制
定
し
、
州
政
府
が
こ

れ
を
承
認
す
る
。

自
治
憲
章
と
は
、
自
治
体
の
権
限
や
職
制
を
規
定

し
た
自
治
体
の
基
本
法
を
指
し
、
各
自
治
体
が
有
し

て
い
る
。
憲
章
に
は
、
行
政
形
態
、
公
務
員
の
名
称
・

資
格
や
選
出
方
法
、
財
政
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、

ま
た
各
部
局
の
編
成
な
ど
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込

ま
れ
、
行
政
運
営
の
基
礎
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

★
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

日
本
で
は
自
治
体
首
長
は
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
自
治
体
首
長
の

ワシントン

ア
メ
リ
カ
の
地
方
自
治
事
情

ア
メ
リ
カ
の
地
方
自
治
事
情

―
選
挙
に
よ
ら
な
い
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
が
主
流
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低
下
す
る
投
票
率

昨
年
九
月
に
行
わ
れ
た
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
選
挙
は

予
想
を
超
え
る
大
接
戦
と
な
り
、
日
本
で
も
大
き
く

報
道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

結
局
、
選
挙
前
に
中
道
左
派
政
権
を
形
成
し
て
い

た
社
会
民
主
党
と
緑
の
党
が
そ
れ
ぞ
れ
二
二
二
議

席
、
五
一
議
席
と
低
迷
し
た
の
に
対
し
、
保
守
系
野

党
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
と
自
由
民
主
党

も
二
二
六
議
席
と
六
一
議
席
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
他

に
革
新
系
野
党
の
左
派
党
が
五
四
議
席
を
獲
得
し
た

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
立
の
可
能
性
が
生
じ
、
政
党

間
で
複
雑
な
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
最
終
的
に
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
と
社

会
民
主
党
の
保
革
大
連
立
に
よ
る
メ
ル
ケ
ル
政
権
が

誕
生
し
た
の
は
、
選
挙
か
ら
二
カ
月
後
の
一
一
月
二

二
日
の
こ
と
で
す
。

今
年
の
イ
タ
リ
ア
総
選
挙
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

近
年
、
有
権
者
の
支
持
が
真
っ
二
つ
に
分
か
れ
る
例

が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
思
い
返
せ
ば
前
回
の
二
〇
〇

二
年
一
一
月
の
連
邦
議
会
選
挙
で
も
、
社
会
民
主
党

と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
は
二
五
一
議
席
対

二
四
八
議
席
と
い
う
大
接
戦
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
に
選
挙
が
明
確
な
勝
者
を

生
み
出
さ
ず
、
選
挙
後
の
政
党
間
の
交
渉
に
よ
っ
て

連
立
政
府
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
声
も

聞
か
れ
ま
す
が
、
比
例
代
表
制
選
挙
の
ド
イ
ツ
で
は
、

そ
れ
は
む
し
ろ
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
本
当
の
問

題
は
、
こ
の
よ
う
な
大
接
戦
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投

票
率
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

連
邦
議
会
選
挙
の
投
票
率
は
、
一
九
七
二
年
に
九

一
・
九
％
を
記
録
し
て
以
来
ゆ
る
や
か
に
下
降
し
、

特
に
統
一
以
後
は
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
の
低
投
票
率
に

足
を
引
っ
張
ら
れ
る
形
で
八
割
を
切
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
選
挙
で
は
七
七
・
七
％
に

ま
で
低
下
し
、
戦
後
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。
衆
議

院
議
員
選
挙
で
さ
え
投
票
率
が
六
割
前
後
で
低
迷
し

て
い
る
日
本
と
比
べ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
状
況
は
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い
と
も
い
え
ま
す
が
、
二
九
歳
以

下
の
年
齢
層
に
限
る
と
投
票
率
は
さ
ら
に
一
〇
ポ
イ

ン
ト
ほ
ど
低
く
、
こ
れ
は
今
後
も
全
体
の
低
下
傾
向

が
続
く
こ
と
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
選
挙
は
民
主
主
義
体
制
の
正

当
性
の
根
幹
で
す
か
ら
、
四
分
の
一
近
い
有
権
者
が

投
票
所
に
赴
か
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
す
で
に
深
刻
な

事
態
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
民
主
主
義
の
危
機

を
前
に
、ド
イ
ツ
の
若
者
た
ち
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ク
ム
ル
ス
の
活
動

一
九
九
八
年
、
ベ
ル
リ
ン
の
大
学
生
を
中
心
に
結

成
さ
れ
た
ク
ム
ル
ス
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
、
ア
メ
リ

市
民
と
政
府
が
協
力
し
て

選
挙
教
育
に
取
り
組
む
│

「
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
」の
開
始
近藤 孝弘（こんどうたかひろ）

1963年生まれ。東京大学大学院教育学研究科博

士課程修了。現在、名古屋大学大学院教育発達科

学研究科助教授。専門はドイツとオーストリアを

中心とする現代ヨーロッパの政治教育と歴史教育。

主著に『ドイツの政治教育』（岩波書店）、『自国史の

行方－オーストリアの歴史政策』（名古屋大学出版

会）、『国際歴史教科書対話』（中公新書）など。

ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
の
政
治
教
育
（
第
2
回
）

ドイツ連邦議会の議場内部
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カ
で
開
発
さ
れ
た
模
擬
選
挙
で
あ
る
キ
ッ
ズ
・
ヴ
ォ

ウ
テ
ィ
ン
グ
を
参
考
に
し
て
、
「
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙

(Ju
n
iorw

ah
l)

」
を
考
案
し
た
の
で
す
。
ク
ム
ル
ス

は
、
八
〇
年
代
半
ば
に
同
じ
高
校
に
通
っ
て
い
た
仲

間
が
核
に
な
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
法

律
家
や
教
師
、
建
築
家
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
芸
術
家
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
が
参
加
す
る
文
化
団
体
で
す
。

政
治
的
な
中
立
を
保
ち
つ
つ
、「
政
府
任
せ
に
せ

ず
、
民
主
主
義
へ
の
責
任
の
意
識
を
市
民
に
促
す
こ

と
」
を
活
動
の
目
標
に
掲
げ
る
彼
ら
は
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
政
治
教
育
基
金
の
支
援
を
受
け
て
、
い
く
つ

も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
ベ

ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
一
〇
周
年
に
あ
た
る
一
九
九
九
年

に
は
、
ド
イ
ツ
の
分
断
を
象
徴
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル
ク
門
の
前
に
、
道
路
を
横
切
る
形
で
氷
の
「
壁
」

を
設
置
す
る
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
て
、

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
念
願
の

統
一
を
実
現
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
つ
て
の
西

部
と
東
部
の
人
々
の
あ
い
だ
に
無
理
解
と
無
関
心
と

い
う
冷
た
い
心
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
現
状
に
目
を

向
け
る
よ
う
、
人
々
に
訴
え
る
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
ク
ム
ル
ス
が
い
ま
最
も
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ

ー
ダ
ー
を
つ
と
め
る
ヴ
ォ
ル
フ(G

erald
W
olff)

氏

が
筆
者
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
一
八
歳
に

な
る
ま
で(

ド
イ
ツ
で
は
原
則
と
し
て
一
八
歳
で
選

挙
権
を
認
め
ら
れ
ま
す
│
筆
者
注)

選
挙
か
ら
遠
ざ

け
て
お
い
て
、
有
権
者
に
な
っ
た
と
た
ん
に
突
然
、

『
さ
あ
、
み
な
さ
ん
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！
』
で

は
投
票
率
が
上
が
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
政
治
と
選
挙
へ
の
関
心
を
育

て
る
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
現
実
の

選
挙
に
参
加
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
一
番

良
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
の
開
始

と
は
い
い
ま
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
た
ち
が

本
物
の
投
票
用
紙
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
実
際
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
際
し
て
、

政
党
や
候
補
者
に
対
す
る
模
擬
投
票
を
行
う
こ
と
は

可
能
で
す
。
日
本
で
も
近
年
、「
子
ど
も
模
擬
選
挙
」

な
ど
の
教
育
活
動
が
教
師
や
市
民
団
体
の
手
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
は
そ
の
ド
イ
ツ
版

と
い
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
そ
れ
が
日
本
の
例
や
キ
ッ
ズ
・
ウ
ォ
ウ
テ

ィ
ン
グ
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
前
回
紹
介
し
た
州

や
連
邦
の
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
州
議

会
や
連
邦
議
会
の
よ
う
な
国
家
機
関
の
積
極
的
な
協

力
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば

ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
元
大
統
領
も
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙

に
対
し
、「
若
者
に
議
会
制
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を

知
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
す
る
信
頼
を
高
め
る
の

に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
公
的
・
私
的
を
問
わ
ず
様
々

な
機
関
の
注
目
と
支
援
を
受
け
る
に
値
す
る
。
そ
れ

は
若
い
市
民
の
政
治
的
成
熟
と
政
治
参
加
に
大
き
く

貢
献
す
る
と
思
う
」
と
、
賛
辞
を
贈
り
、
そ
れ
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
公
的
支
援
は
と
て
も
重
要
で
す
。
政

府
の
財
政
的
な
補
助
が
あ
っ
て
初
め
て
、
そ
れ
は
意

味
の
あ
る
規
模
で
の
実
施
が
可
能
と
な
る
ば
か
り

か
、
内
容
的
に
も
そ
の
中
立
性
と
公
開
性
が
保
障
さ

れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
公
的
性
格
が
各

学
校
に
安
心
し
て
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
ま
す
。

も
っ
と
も
ド
イ
ツ
で
も
、
ヴ
ォ
ル
フ
氏
が
ジ
ュ
ニ

ア
選
挙
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
開
発
し
、
各
州
政
府
に
協

力
を
求
め
た
当
初
は
、
単
に
無
視
さ
れ
た
り
、「
学

校
は
お
遊
び
選
挙
の
場
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
否
定

的
な
返
事
が
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

転
機
は
二
〇
〇
一
年
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ド
イ

ツ
南
西
部
の
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州

が
、
州
議
会
選
挙
を
前
に
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
を
学
校
に

導
入
し
た
の
で
す
。
こ
の
時
は
わ
ず
か
一
四
の
中

学
・
高
校
か
ら
二
〇
〇
〇
人
の
生
徒
が
参
加
し
た
だ

け
で
し
た
が
、
彼
ら
の
関
心
の
高
ま
り
は
予
想
を
大

き
く
上
回
る
も
の
で
、
教
員
も
選
挙
を
教
え
る
優
れ

た
教
材
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

次
回
は
、
こ
の
選
挙
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の

ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
の
特
徴
に
目
を
向
け
よ
う
と
思
い
ま

す
。

ジュニア選挙の
プロジェクト・リーダー
ゲラルト・ヴォルフ氏



16

徳
島
で
は
、
恒
例
の
阿
波
踊
り
が
三

日
後
に
開
催
さ
れ
る
。
耳
を
澄
ま
す
と
、

タ
ク
シ
ー
の
中
に
い
て
も
、
鉦
や
太
鼓

の
音
が
阿
波
踊
り
特
有
の
リ
ズ
ム
に
乗

っ
て
、
聞
こ
え
て
く
る
。
何
気
な
く
、

「
い
よ
い
よ
間
近
で
す
ね
、
阿
波
踊
り

も
」
と
、
声
を
か
け
た
。
す
る
と
、

「
そ
う
な
ん
で
す
」
と
声
が
返
っ
て
き

て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
彼
と
の
会

話
が
は
じ
ま
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

な
じ
ん
で
い
る
の
で
、
鉦
や
太
鼓
の
音

を
聞
く
と
、
心
が
浮
き
浮
き
し
て
く
る

と
い
う
。
特
有
な
リ
ズ
ム
に
横
笛
も
三

味
線
も
加
わ
り
、
私
も
な
ん
だ
か
浮
き

浮
き
し
て
き
た
。
聴
衆
の
中
に
は
三
味

線
を
弾
き
な
が
ら
、
街
中
を
歩
き
回
る

人
も
い
る
と
い
う
。
彼
の
話
に
は
、
阿

波
踊
り
が
本
当
に
好
き
だ
と
い
う
感
じ

が
滲
み
出
て
い
て
、
最
初
に
感
じ
た
印

象
と
は
反
対
に
、
好
感
が
持
て
た
。

彼
は
、
い
ず
れ
会
社
を
定
年
退
職
し

た
ら
、「
三
味
線
を
弾
こ
う
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
。
若
い
頃
、
ち
ょ
っ
と
ギ

タ
ー
を
や
っ
て
た
も
ん
で
す
か
ら
」
。

一
見
無
愛
想
な
こ
の
運
転
士
と
、
ギ
タ

ー
や
三
味
線
の
取
り
合
わ
せ
に
意
外
性

が
あ
っ
て
、〈
人
っ
て
、
話
し
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
な
ァ
〉
と
、
そ
の
と

き
改
め
て
思
っ
た
。

日常活動としての
コミュニケーション

第3回�

福田 健（ふくだ たけし）

話
は
し
て
み
る
も
の

日
常
活
動
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
日
々
何
気
な
く
行
わ
れ
、

生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
、
ご
く
当
た
り
前
な
こ
と
、
簡

単
な
こ
と
と
し
て
、
処
理
さ
れ
が
ち
で

あ
る
。

だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
つ

ね
に
、
思
い
が
け
な
さ
を
伴
う
。
決
し

て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
何
気
な
く

言
っ
た
一
言
に
相
手
が
嫌
な
顔
を
す

る
、
と
っ
つ
き
に
く
い
と
思
っ
て
い
た

の
に
、
話
し
出
す
と
お
も
し
ろ
い
人
だ

っ
た
な
ど
、
様
々
な
の
だ
。

八
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
、
徳

島
県
に
出
張
し
た
。
前
日
、
徳
島
空
港

に
着
き
、
そ
こ
か
ら
市
内
ホ
テ
ル
ま
で

は
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
。
運
転
士

は
、
五
十
代
半
ば
ぐ
ら
い
の
男
性
だ
っ

た
が
、「
◯
◯
ホ
テ
ル
ま
で
お
願
い
し

ま
す
」
と
、
行
き
先
を
告
げ
た
の
に
返

事
が
な
い
。
そ
こ
で
「
わ
か
り
ま
す
か
」

と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、「
わ
か
り
ま

す
」、
や
っ
と
返
事
が
か
え
っ
て
き
た
。

一
瞬
、
感
じ
の
良
く
な
い
人
だ
な
と
の

思
い
が
よ
ぎ
り
、
こ
の
人
と
ホ
テ
ル
ま

で
、〈
三
〇
分
も
一
緒
か
〉
と
、
気
が

重
く
な
っ
た
。

話
は
し
て
み
る
も
の
。
そ
の
結
果
、

プ
ラ
ス
に
な
る
か
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

か
。
こ
こ
に
、
聞
き
手
の
存
在
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
契
機
が
あ
る
。

効
果
の
決
定
権
は

聞
き
手
に
あ
る

民
主
主
義
は
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
。
話
し
合
う
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
お
互
い
に
相
手
を
尊
重
し

つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ

す
こ
と
だ
。
し
か
し
、
話
し
ベ
タ
を
自

認
す
る
人
が
多
い
日
本
人
は
、
話
す
こ

と
に
気
を
と
ら
れ
て
、
と
も
す
る
と

「
聞
き
手
の
存
在
」
を
忘
れ
が
ち
に
な

る
。そ

も
そ
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
成
立
さ
せ
る
の
は
、
話
し
手
で
は
な

く
聞
き
手
な
の
で
あ
る
。
Ｐ
・
ド
ラ
ッ

カ
ー
は
、
た
と
え
話
を
引
い
て
、
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

無
人
の
山
中
で
、
大
木
が
倒
れ
た
。

音
は
し
た
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
「
し
な

か
っ
た
」。
そ
の
理
由
は
音
は
聞
く
者

が
い
て
、
初
め
て
存
在
す
る
か
ら
で
あ

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
聞
く
者

―
聞
い
て
い
る
者
―
が
い
な
け
れ
ば
、

成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
あ
な
た
が
、

〈プロフィール〉
（株）話し方研究所会長。コミュ
ニケーションを軸とした講演、
講座に多く出講し、著書多数。



い
た
が
、
そ
れ
を
友
人
に
伝
え
る
こ
と

を
し
な
か
っ
た
。
心
の
中
で
感
謝
し
て

い
れ
ば
、
友
人
に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え

る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
あ
な
た

の
甘
え
に
過
ぎ
な
い
。

心
＝
誠
意
と
解
釈
し
て
、「
誠
意
さ

え
あ
れ
ば
通
じ
る
」
と
い
う
人
が
い
る
。

こ
れ
も
間
違
っ
た
考
え
だ
。
わ
か
ら
せ

る
努
力
を
怠
っ
て
、「
誠
意
」
や
「
心
」

に
頼
る
の
は
無
精
に
過
ぎ
な
い
。「
誠

意
」
と
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に

わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
態
度
の
こ

と
だ
。
何
も
し
な
い
で
、
「
要
は
心
」

な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
、

誠
意
の
な
い
姿
な
の
だ
。

心
で
も
誠
意
で
も
、
表
現
し
な
け
れ

ば
伝
わ
ら
な
い
し
、
表
現
し
た
か
ら
と

い
っ
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
は
限
ら

な
い
。
相
手
に
迷
惑
を
か
け
、
す
ま
な

い
と
思
っ
て
心
か
ら
詫
び
を
言
っ
た
。

で
も
、
相
手
は
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
。

日
常
的
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
心

を
込
め
て
話
す
と
と
も
に
、
心
を
ど
の

よ
う
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
か
、
そ
の
た

め
の
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
必
要

な
こ
と
で
あ
る
。

次
回
か
ら
は
そ
の
方
法
等
に
も
ふ
れ

な
が
ら
、
第
二
段
階
、
理
解
・
納
得
の

獲
得
に
進
み
た
い
。

17 290号●2006.9

ど
ん
な
に
声
を
張
り
上
げ
て
話
し
か
け

て
も
、
聞
き
手
に
届
か
な
け
れ
ば
、
叫

び
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
成

立
し
な
い
の
で
あ
る
。

話
に
は
相
手
が
あ
る
。
な
ん
と
も
わ

か
り
き
っ
た
こ
と
だ
が
、
相
手
が
聞
き

手
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
討

を
、
意
外
に
怠
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
の
で
あ
る
。

「
相
手
あ
り
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
重

要
な
こ
と
は
、「
相
手
は
自
分
と
異
な

る
存
在
で
あ
る
」
こ
と
を
、
認
識
す
る

こ
と
だ
。

話
し
た
結
果
、
思
い
が
け
な
い
受
け

取
り
方
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
る

と
、「
そ
ん
な
受
け
取
り
方
を
す
る
な

ん
て
お
か
し
い
」
と
、
聞
き
手
を
責
め

る
人
が
い
る
。「
わ
た
し
は
そ
う
は
言

っ
て
い
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
く
れ

な
い
と
困
る
」。
話
し
手
に
は
、
話
を

こ
う
受
け
取
れ
と
聞
き
手
に
指
図
す
る

権
利
は
な
い
。
自
分
が
話
し
た
と
お
り
、

聞
き
手
に
伝
わ
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
の

は
、
話
し
手
が
「
相
手
は
自
分
と
は
異

な
っ
た
存
在
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
欠

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

話
し
手
が
話
し
た
こ
と
は
そ
の
と
お

り
聞
き
手
に
伝
わ
る
の
で
は
な
い
。
聞

き
手
は
聞
き
手
な
り
に
話
を
受
け
取

り
、
意
味
を
決
定
す
る
。
こ
れ
を
「
聞

き
手
の
決
定
権
」
と
い
う
。
聞
き
手
が

ど
う
受
け
取
る
か
を
よ
く
考
え
て
話
さ

な
い
と
、
話
の
効
果
は
上
が
ら
な
い
ば

か
り
か
、
逆
効
果
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。「
そ
ん
な
受
け
取
り
方
は

お
か
し
い
」
と
、
文
句
を
言
う
の
は
筋

が
通
ら
な
い
の
で
あ
る
。

話
は
受
け
取
る
方
が
意
味
を
決
め

る
。
落
語
家
が
お
も
し
ろ
い
話
を
し
て

も
、「
笑
う
か
笑
わ
な
い
か
は
客
が
決

め
る
」。
だ
か
ら
、
話
は
し
て
み
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
。

人
を
褒
め
る
の
が
苦
手
だ
と
い
う
人

が
い
る
。
褒
め
た
り
し
て
、
機
嫌
を
と

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
く
な
い
と
い
う

の
が
、
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

で
も
、
褒
め
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
褒
め
た
こ
と

で
相
手
が
喜
び
、
や
る
気
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
る
。

問
題
は
、
話
し
た
結
果
、
思
い
が
け

な
い
反
応
が
返
っ
て
き
た
と
き
で
あ

る
。
そ
の
と
き
、
ど
の
よ
う
な
出
方
を

す
る
か
で
、
話
し
手
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
は
か
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
ず
、
違
っ
た
受
け
取
り
方
を
し

て
当
然
な
の
だ
と
認
識
し
て
、
相
手
の

理
解
の
程
度
を
確
認
す
る
こ
と
だ
。
そ

の
う
え
で
、「
私
は
こ
う
言
い
た
か
っ

た
の
で
す
」
と
再
度
話
を
す
る
。
聞
き

手
の
決
定
権
に
対
応
す
る
努
力
と
工
夫

が
、
話
し
方
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る

の
で
あ
る
。

心
を
伝
え
る
に
も

言
葉
が
必
要

「
話
は
心
で
」
と
か
、「
歌
は
心
で
」

な
ど
と
よ
く
い
わ
れ
る
。「
話
に
は
自

分
の
心
が
こ
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」。
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
、
気

持
ち
の
こ
も
ら
な
い
話
は
、
心
に
響
か

な
い
。
事
務
的
で
、
冷
た
い
感
じ
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
。
話
す
と
き
、
大
切

な
の
は
「
心
」
だ
が
、
と
い
っ
て
「
要

は
心
だ
」
と
ば
か
り
、
心
さ
え
あ
れ
ば

ほ
か
は
何
も
い
ら
な
い
、
で
は
飛
躍
し

す
ぎ
で
あ
る
。
心
は
内
面
に
宿
る
も
の

で
、
目
に
は
見
え
な
い
。
態
度
や
言
葉

で
表
現
し
な
け
れ
ば
相
手
に
伝
わ
ら
な

い
の
で
あ
る
。「
心
で
思
っ
て
さ
え
い

れ
ば
通
じ
る
」
は
、
こ
ち
ら
の
「
願
望
」

で
あ
り
、「
甘
え
」
に
過
ぎ
な
い
。

あ
な
た
が
仕
事
や
日
常
的
な
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
こ
と
で
、
友
人
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
と
し
よ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
通
り
に
や
っ
た
ら
事
が
う
ま
く
運

ん
だ
。
あ
な
た
は
感
謝
の
気
持
ち
を
抱



18

先の通常国会で中心市街地を再生するため
の「まちづくり三法」の改正が行われまし
た。今までの施策では止められなかった無
秩序な都市機能の拡散を抑え、コンパクト
シティを実現しようとするものです。

施策紹介

まちづくり
三法

大
店
法
）
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
法
律
は
、
中
小
小
売
業
者
を
保
護
す
る
目

的
で
、
大
型
店
が
出
店
す
る
場
合
に
は
周
辺
の
中
小

小
売
業
者
の
経
営
に
影
響
し
な
い
よ
う
店
舗
面
積
、

開
店
時
間
等
を
調
整
す
る
た
め
の
手
続
を
義
務
づ
け

る
内
容
だ
っ
た
た
め
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
出
店

が
困
難
に
な
っ
た
大
型
店
が
郊
外
進
出
を
加
速
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
三
法
の
制
定

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
旧
大
店
法
を
市
場
参

入
障
壁
と
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴
し
た
こ
と
も
あ
り
、

同
法
は
平
成
十
二
年
に
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
代
わ
っ
て
、
中
心
市
街
地
の
再
生
を
目
指
し
た
法

の
枠
組
み
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
に
い
わ
ゆ
る
ま
ち

づ
く
り
三
法
（「
中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の

整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に

関
す
る
法
律
（
中
心
市
街
地
活
性
化
法
）」、「
大
規

模
小
売
店
舗
立
地
法
（
大
店
立
地
法
）」
及
び
「
改

正
都
市
計
画
法
」）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概

要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
中
心
市
街
地
活
性
化
法

市
町
村
や
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
商
工
会
議
所
、
商
工
会
等
）

が
主
体
と
な
っ
て
市
街
地
の
整
備
改
善
事
業
や
商
業

等
の
活
性
化
事
業
を
行
い
、
こ
れ
に
対
し
国
が
補
助

金
等
の
支
援
措
置
を
行
う
。

②
大
店
立
地
法

大
型
店
（
店
舗
面
積
一
千
裃
超
）
の
立
地
に
際
し

て
は
、
交
通
渋
滞
、
騒
音
等
の
周
辺
の
生
活
環
境
の

保
全
と
い
う
観
点
か
ら
の
配
慮
を
求
め
る
。
平
成
一

五
年
に
は
、
大
型
店
が
退
店
し
た
場
合
の
空
き
店
舗

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
空
き
店
舗
に
別
の
大
型
店

が
迅
速
に
出
店
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
立
地
手
続

の
一
部
を
簡
素
化
す
る
特
例
が
設
け
ら
れ
た
。

③
改
正
都
市
計
画
法

市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
独
自
に
「
特
別

用
途
地
区
」
等
を
指
定
し
、
一
定
規
模
の
大
型
店
を

制
限
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
後
の
状
況
と

ま
ち
づ
く
り
三
法
の
見
直
し

こ
れ
ら
ま
ち
づ
く
り
三
法
が
制
定
さ
れ
た
後
も
、

中
心
市
街
地
の
衰
退
状
況
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
政
府
・
与
党
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
無
秩
序
で
散
在
型
の
ま
ち

の
郊
外
化
を
押
し
と
ど
め
、
生
活
圏
を
コ
ン
パ
ク
ト

な
市
街
地
に
集
約
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
政

策
判
断
に
立
ち
、
昨
年
、
従
来
の
施
策
の
問
題
点
の

洗
い
出
し
に
着
手
し
、
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
見
直
し

を
行
い
、
今
年
の
通
常
国
会
で
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た

都
市
計
画
法
と
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
法
の
改
正
で
は
、
郊
外
の
土
地
利
用
の

規
制
を
大
幅
に
強
化
し
ま
し
た
。
延
べ
床
面
積
が
一

万
裃
を
超
え
る
大
規
模
集
客
施
設
を
対
象
に
、
立
地

可
能
な
場
所
を
法
で
定
め
る
「
近
隣
商
業
」「
商
業
」

中
心
市
街
地
の
衰
退

日
本
全
国
の
多
く
の
地
方
都
市
に
お
い
て
、
中
心

市
街
地
の
衰
退
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
人
口
が
郊

外
に
流
出
し
、
商
業
施
設
な
ど
が
郊
外
に
進
出
す
る

一
方
で
、
中
心
市
街
地
で
は
閉
店
し
た
店
が
軒
を
連

ね
る
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
化
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
象
の
原
因
と
し
て
は
、
郊
外
の
地
価

の
安
さ
、
自
家
用
自
動
車
の
普
及
や
主
要
道
路
の
整

備
に
よ
る
車
社
会
の
急
激
な
進
展
な
ど
に
加
え
、
昭

和
四
九
年
に
施
行
さ
れ
た
大
規
模
小
売
店
舗
法
（
旧



19 290号●2006.9

「
準
工
業
」
の
三
用
途
に
限
定
し
、
事
実
上
、
郊
外

へ
の
出
店
を
規
制
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
や
福
祉

施
設
、
学
校
な
ど
の
郊
外
へ
の
進
出
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
開
発
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
施
策
の
問
題
点
と
さ
れ
た
点
と
こ
れ
に
対

応
す
る
見
直
し
の
概
要
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問　　題　　点� 見　　直　　し�

●郊外の土地利用規制の緩さ�

　都市計画法に定める土地利用規制

は、都市の中心部が最も厳格で、

郊外に行くほど緩やかになるとい

う特徴を有している。これは、都

市中心部ほど人口が密集しインフ

ラが必要になるという理由による

ものだが、郊外の土地利用が比較

的自由に行われてきた結果、住宅

や商業施設のみならず、病院、福

祉施設、教育施設、市役所等の公

共公益施設までもが地価の安い郊

外に移転し、中心市街地の衰退に

拍車がかかってしまった。�

�

�

�

●中心市街地活性化方策の不適切さ�

・効果を十分吟味せずに支援措置を

講じており、選択と集中の観点か

ら選別が行われるべきである。�

・中心市街地活性化法は、商業の活

性化に偏っており、都市機能を集

約するという視点が欠けている。�

�

●都市計画法の改正�

①市街化区域（用途地域）における立地規制�

　大規模集客施設が立地可能な用途地域を現行の

６地域から中心に近い３地域（近隣商業地域、

商業地域、準工業地域）に限定�

　例外：開発整備促進区を定めれば可�

②非線引き白地地域等における立地規制�

　大規模集客施設は原則立地不可�

　例外：開発整備促進区を定めれば可�

③農地における立地規制�

　農地も都市計画規制の対象にできるよう準都市

計画区域の要件を緩和�

④市街化調整区域における立地規制�

　従来自由だった病院、福祉施設、学校等も含め

原則不可とし、地区計画に適合する場合にのみ

許可�

�

●中心市街地活性化法の改正�

・市町村の作成する基本計画についての内閣総理

大臣の認定制度�

・多様な民間主体が参加する中心市街地活性化協

議会の法制化�

・支援措置の拡充�

　まちづくり交付金、中心市街地内への事業用資

産の買換え特例、中心市街地共同住宅供給事業、

街なか居住再生ファンド等�

�

は
狙
い
打
ち
さ
れ
た
と
い
う
反
発
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
地
方
都
市
の
車
社
会
を
前
提
に
す
れ
ば
、

最
も
便
利
な
幹
線
道
路
沿
い
の
郊
外
の
大
型
店
の
規

制
は
消
費
者
利
益
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
は
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
商
店
街
の

自
助
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
の

に
消
費
者
に
犠
牲
を
強
い
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
批

判
も
あ
り
ま
す
。

新
都
市
計
画
法
の
ル
ー
ル
が
、
近
視
眼
的
に
大
型

店
の
郊
外
立
地
規
制
と
し
て
だ
け
機
能
す
る
の
で
は

な
く
、
中
心
部
と
郊
外
と
を
含
め
た
計
画
性
あ
る
都

市
の
発
展
に
向
け
て
活
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、

も
う
片
方
の
車
輪
で
あ
る
新
中
心
市
街
地
活
性
化
法

が
う
ま
く
機
能
し
て
自
治
体
、
住
民
、
商
店
主
自
身

に
よ
る
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
か
ど

う
か
。
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
見
直
し
の
成
否

は
そ
れ
ら
の
点
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
の
課
題

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
流
通
業
界
の
中
で
も
、
比
較
的
中
心
市
街
地
に

立
地
の
多
い
デ
パ
ー
ト
業
界
は
歓
迎
し
て
い
る
も
の

の
、
郊
外
出
店
を
加
速
し
て
き
た
ス
ー
パ
ー
業
界
に

コンパクトシティづくりの先進事例である青森
市の複合型商業ビル「アウガ」（地下1～地上9
階）。青森駅前再開発によってオープンし、生
鮮市場や商業施設、そして図書館等の公共施設
も入居している。
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区
民
の
視
点
で

選
挙
広
報
誌
づ
く
り

練
馬
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と

練
馬
区
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
区
民
向

け
の
選
挙
広
報
誌
「
白
ば
ら
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
区
民
の
選
挙
に

対
す
る
意
識
の
向
上
や
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
の
活
動
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を

目
的
に
、
昭
和
五
一
年
十
一
月
一
日
に

創
刊
。
以
来
、
三
月
と
九
月
の
年
二
回

の
発
行
で
、
こ
れ
ま
で
五
四
号
を
刊
行

し
て
き
ま
し
た
。
Ａ
４
判
八

ペ
ー
ジ
で
、
選
挙
期
日
の
周

知
や
啓
発
活
動
の
内
容
、
選

挙
結
果
、
選
挙
制
度
改
正
の

解
説
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
な
ど
を
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
も
交
え
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

最
大
の
特
徴
は
、
明
る
い

選
挙
推
進
委
員
が
編
集
委
員

と
な
り
企
画
・
編
集
に
当
た

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
以
前

は
選
管
事
務
局
職
員
が
編
集

し
て
い
ま
し
た
が
、
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
の
会
議
で
、

推
進
委
員
の
中
か
ら
編
集
委

員
を
出
し
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
推
進
委
員

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

練
馬
区
の
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
は

現
在
一
四
〇
人
。
区
内
を
十
一
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
は
、
十
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
中

で
年
度
ご
と
に
担
当
と
な
っ
て
い
る
五

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
委
員
を
一
人
ず
つ
選
出

す
る
当
番
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

推
進
協
議
会
の
委
員
が
編
集
長
を
兼
任

し
、
話
し
あ
い
指
導
員
が
一
人
加
わ
っ

た
計
七
人
で
構
成
。
①
編
集
業
務
全
般

に
携
わ
り
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
う
、
②
区
民
代
表
で
あ
る
推
進
委
員

の
視
点
か
ら
記
事
を
企
画
・
作
成
し
、

分
か
り
や
す
い
内
容
と
す
る
―
―
役
割

を
担
い
、
任
期
は
二
年
で
す
。
編
集
作

業
は
初
め
て
と
い
う
委
員
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
選
管
事
務
局
が
用
意
し
た
日

本
広
報
協
会
の
「
実
践
広
報
紙
づ
く
り
」

な
ど
で
勉
強
し
編
集
会
議
に
臨
ん
で
い

る
と
い
い
ま
す
。

編
集
会
議
は
、
昨
年
度
は
十
三
回
開

催
し
ま
し
た
。
①
ど
の
よ
う
な
内
容
に

す
る
か
を
討
議
、
②
ペ
ー
ジ
割
を
し
な

が
ら
原
稿
の
担
当
を
決
め
、
各
担
当
が

原
稿
を
依
頼
・
作
成
、
③
集
ま
っ
た
原

列島�
フラッ
シュ�メイスイ�

このコーナーでは全国各地の選挙啓発に関する
ユニークな取り組みをレポートします。
今回は、広報紙による啓発活動を
紹介します。

稿
を
チ
ェ
ッ
ク
し
レ
イ
ア
ウ
ト
、
④
組

み
上
が
っ
た
も
の
を
二
回
程
度
校
正
、

⑤
選
管
事
務
局
が
印
刷
業
者
に
印
刷
を

発
注
―
―
と
い
う
の
が
発
行
ま
で
の
流

れ
で
す
。
六
〇
〇
〇
部
作
成
し
、
区
立

施
設
に
置
く
ほ
か
、
推
進
委
員
が
一
人

三
五
部
ず
つ
配
布
し
て
い
ま
す
。

「
区
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
情
報
を

読
み
や
す
く
紹
介
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
難
し
い
内
容
で
は
読
ん
で

も
ら
え
な
い
の
で
、
ク
イ
ズ
的
な
要
素

も
取
り
入
れ
、
読
者
の
興
味
を
引
く
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
編
集
会
議
で

は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
る
の
で
、
ま

明るい選挙推進委員が
主体となって
選挙広報誌を編集・発行
〈東京都練馬区〉

7人の編集委員と選管事務局職員で行っている
「白ばらだより」編集会議



は
な
く
、
別
の
表
現
に
直
し
た
ほ
う
が

い
い
の
で
は
」
―
―
編
集
委
員
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
上
が
っ
て
き

た
「
推
進
委
員
だ
よ
り
」
の
原

稿
を
丹
念
に
読
み
込
み
、
納
得
が

い
く
ま
で
校
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
白
ば
ら
だ
よ
り
」
で
は
、
企
画

し
た
「
区
内
二
〇
歳
代
の
選
挙
に
対

す
る
気
持
ち
」
に
つ
い
て
の
各
ブ
ロ

ッ
ク
推
進
委
員
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
、
ど
の
よ
う

に
ま
と
め
る
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
筆
者
の
意
図
を
損
な
わ
ず
、
い
か
に

分
か
り
や
す
い
記
事
に
す
る
か
苦
心
し

て
い
ま
す
。
『
白
ば
ら
だ
よ
り
』
は
、

皆
に
手
に
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
幅
広
い
世
代
が
興
味
を
持
つ

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。
読
者
か
ら
の
『
良
か
っ
た
』

の
ひ
と
言
が
励
み
に
な
り
、
や
り
が
い

に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
内
容
を
充

実
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
編

集
委
員
は
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
す
。

区
民
の
目
線
に
立
っ
た
推
進
委
員
主

体
の
編
集
に
よ
っ
て
、
選
挙
広
報
誌
が

読
者
に
身
近
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
編
集
部
取
材
）
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と
め
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
議
論
し
た
分
だ
け
内
容
は
高
ま

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
編
集
委
員

は
話
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
選
管
事
務
局
は
、
資
料
を
作

成
し
た
り
、
当
日
の
編
集
会
議
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
行
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
。
ま

た
、
公
職
選
挙
法
等
法
令
上
問
題
が
あ

り
そ
う
な
記
事
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
様
々
な
材
料
を
提
供
し
、
意
見
が
出

し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。
編
集
面
で
は
、
企
画
や
記
事
が

客
観
性
を
保
っ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
も
ら
う
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま

す
」
と
選
管
事
務
局
。
編
集
会
議
の
準

備
や
進
行
な
ど
事
務
的
な
負
担
は
あ
る

も
の
の
、
編
集
委
員
か
ら
様
々
な
意
見

や
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
読
者
に
親
し

み
や
す
い
内
容
と
な
る
の
が
大
き
な
利

点
だ
と
い
い
ま
す
。
編
集
委
員
の
意
見

で
前
号
か
ら
表
紙
の
地
色
を
カ
ラ
ー
に

し
、
現
在
編
集
を
進
め
て
い
る
第
五
五

号
の
特
集
企
画
も
編
集
委
員
か
ら
提
案

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

選
管
事
務
局
で
は
、「
行
政
担
当
者

だ
け
で
は
ア
イ
デ
ア
が
行
き
詰
ま
り
ま

す
。
編
集
委
員
と
の
作
業
が
形
に
な
っ

た
と
き
、
編
集
委
員
と
と
も
に
苦
労
し

て
作
っ
た
と
い
う
充
実
感
を
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
編
集
会
議
で
は
推
進
委
員

の
考
え
や
意
見
な
ど
を
直
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
意
思
疎
通
を
図
る
絶

好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
編
集

委
員
と
の
協
働
に
よ
る
広
報
誌
づ
く
り

の
効
果
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

「
推
進
委
員
だ
よ
り
」
も

発
行

さ
ら
に
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
は
、

推
進
委
員
を
対
象
に
し
た
「
推
進
委
員

だ
よ
り
」（
Ａ
４
判
四
〜
一
二
ペ
ー
ジ
）

の
発
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
推
進
委
員

間
の
情
報
共
有
・
情
報
交
換
を
目
的

に
、
推
進
委
員
研
修
の
感
想
や
地
域
啓

発
講
座
に
お
け
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り

組
み
、
東
京
都
明
推
協
の
大
会
や
研
修

の
様
子
な
ど
を
掲
載
。「
白
ば
ら
だ
よ
り
」

同
様
、
編
集
委
員
が
企
画
・
編
集
し
、

選
管
事
務
局
内
部
で
二
〇
〇
部
印
刷
し

て
推
進
委
員
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

「『
白
ば
ら
だ
よ
り
』
に
推
進
委
員
向

け
の
記
事
が
混
在
し
、
読
者
対
象
が
は

っ
き
り
し
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
読
者
対
象
を
明
確

化
し
、
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し

ま
し
た
」
と
選
管
事
務
局
は
発
行
の
経

緯
を
説
明
し
ま
す
。

「
推
進
委
員
だ
よ
り
」
の
発
行
は
不
定

期
で
す
が
、
編
集
委
員
の
負
担
や
作
業

効
率
な
ど
を
考
慮
し
、「
白
ば
ら
だ
よ

り
」
の
発
行
に
合
わ
せ
て
編
集
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
四
号
発
行

し
ま
し
た
。

「
白
ば
ら
だ
よ
り
」
に
「
推
進
委
員
だ

よ
り
」
の
編
集
が
加
わ
っ
て
作
業
量
は

増
え
ま
し
た
が
、
事
前
に
資
料
や
原
稿

に
目
を
通
し
て
お
く
な
ど
、
編
集
会
議

が
効
率
的
に
進
行
す
る
よ
う
工
夫
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

八
月
一
〇
日
の
編
集
会
議
で
は
、

「
推
進
委
員
だ
よ
り
」
第
五
号
の
校
正

と
「
白
ば
ら
だ
よ
り
」
第
五
五
号
の
掲

載
記
事
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
文
は
説
明
不
足
な
の
で
、
も
う

少
し
補
い
ま
し
ょ
う
」「
こ
の
表
現
で
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連帯感の醸成と連携強化を
目指して―

内部機関紙を定時発行
〈兵庫県三田市〉

三
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
現
在
三
五
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
常
時
、
講
演
会
や
街
頭

啓
発
な
ど
の
事
業
に
参
加
さ
れ
る
方
は

四
割
程
度
で
す
。

若
い
人
が
い
な
い
、
参
加
者
が
決
ま

っ
て
い
る
な
ど
の
問
題
点
も
あ
り
、
明

推
協
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら

頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
急
に
理
想

ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
な

ん
と
か
委
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て

も
ら
い
、
積
極
的
に
こ
の
運
動
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
考
え
、
こ
こ
数

年
、
研
修
講
演
会
の
中
身
の
充
実
や
新

成
人
啓
発
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
市
明
推
協
の

機
関
紙
「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
ニ

ュ
ー
ス
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
い
ま
ま
で
毎
回
の
選
挙
時
に
お

い
て
は
、
市
民
向
け
の
選
挙
啓
発
機
関

紙
「
め
い
す
い
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て

き
ま
し
た
が
、
明
推
協
内
部
の
機
関
紙

と
し
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

こ
れ
ま
で
委
員
に
対
し
て
事
業
へ
の

参
加
を
依
頼
す
る
ば
か
り
で
、
事
業
実

施
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
反
省
か
ら
、
活
動
に
消

極
的
な
六
割
の
方
の
意
識
を
喚
起
し
、

明
推
協
の
連
帯
感
を
生
む
た
め
に
、
ま

た
選
挙
管
理
委
員
会
と
明
推
協
と
の
連

携
強
化
を
図
る
た
め
に
も
、
事
業
を
実

施
し
た
反
響
や
委
員
の
意
見
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
が
出

発
点
で
す
。「
確
か
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
機
関
紙
の
発
行

は
よ
い
と
思
う
」
と
明
推
協
の
役
員
に
も

賛
同
を
い
た
だ
き
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

簡
易
な
も
の
と
は
い
え
、
他
に
も
多

く
の
事
務
を
抱
え
な
が
ら
定
期
的
に
広

報
紙
を
発
行
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
明
推
協
の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
て
明
る
い
選
挙
推
進
運
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
一
念
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、
A
４
判
二
頁
で
内

部
印
刷
し
、
原
則
月
一
回
程
度
、
二
二

〇
部
を
発
行
。
月
初
め
に
「
私
た
ち
の

広
場
」
を
委
員
宛
に
郵
送
す
る
際
に
同

封
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
に
も
役

員
の
数
分
、
配
付
し
て
い
ま
す
。

理
想
を
い
え
ば
、
委
員
が
中
心
と
な

っ
て
発
行
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
制
作
か
ら
配
布
ま

で
の
す
べ
て
の
作
業
は
事
務
局
が
担
当

し
て
い
ま
す
。

主
な
紙
面
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
先
月
の
動
き

②
今
月
の
予
定

③
委
員
や
事
務
局
職
員
の
寄
稿

④
事
業
の
実
施
報
告
や
お
知
ら
せ

⑤
「
明
推
協
組
織
及
び
活
動
に
関
す
る

検
討
会
」
の
状
況
報
告

⑥
『
選
挙
ほ
っ
と
N
O
W
』
選
挙
制
度
改

正
や
選
挙
に
関
す
る
気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス

⑦
連
載
「
こ
れ
は
何
を
す
る
も
の
で
し

ょ
う
？
選
挙
の
道
具
」

見
た
目
は
地
味
な
も
の
で
す
が
、
初

め
か
ら
欲
張
り
す
ぎ
ず
に
、
で
き
る
範

囲
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
コ
ン

セ
プ
ト
で
す
の
で
、
な
る
べ
く
お
金
と
労

力
を
か
け
ず
、
そ
し
て
継
続
可
能
で
あ
る

こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

役
員
か
ら
は
、「
明
推
協
の
活
動
に

参
加
さ
れ
る
の
は
い
つ
も
同
じ
顔
ぶ
れ

で
、
参
加
し
な
い
人
は
ま
っ
た
く
と
い

う
ほ
ど
参
加
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

広
報
紙
が
明
推
協
委
員
と
の
接
点
に
な

る
の
で
は
。
こ
れ
を
毎
月
配
布
し
て
い

け
ば
皆
さ
ん
の
意
識
が
相
当
変
わ
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
よ
」
と
い
う
力
強
い

言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
、
効

果
の
程
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
後
よ
り

一
層
の
紙
面
の
充
実
を
図
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
定
着
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
三
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
・

山
本
あ
い
子
）
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山
口
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で

は
、
選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
広
報

紙
「
き
ん
も
く
せ
い
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
発
行
は
年
一
回
、
市
の
広
報
紙

三
月
一
五
日
号
に
合
わ
せ
て
全
世
帯

（
約
七
万
世
帯
）
へ
配
布
し
て
お
り
、

規
格
は
Ａ
３
判
二
つ
折
り
四
頁
で
す
。

二
〇
〇
三
年
ま
で
は
、
選
挙
に
関
す

る
啓
発
・
学
習
グ
ル
ー
プ
「
き
ん
も
く
せ

い
の
会
」
が
編
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
同

会
が
解
散
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
現
在
は

山
口
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
役

員
が
編
集
委
員
と
な
り
作
成
し
て
い
ま
す
。
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作
成
過
程
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

ま
ず
第
一
回
編
集
会
議
を
十
二
月
中
旬

に
行
い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
は
、
各
人

の
担
当
す
る
部
分
と
大
ま
か
な
レ
イ
ア

ウ
ト
を
決
定
し
ま
す
。
年
が
明
け
た
一

月
下
旬
、
二
回
目
の
編
集
会
議
を
開
き
、

原
稿
を
持
ち
寄
り
ま
す
。
そ
の
原
稿
を

編
集
委
員
全
員
で
検
討
し
、
印
刷
会
社

へ
校
正
刷
り
の
依
頼
を
行
い
ま
す
。
そ

し
て
出
来
上
が
っ
た
校
正
刷
り
を
編
集

委
員
が
丹
念
に
確
認
し
、
細
か
い
訂
正

を
加
え
完
成
と
な
り
ま
す
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
一
人
で
も
多

く
の
市
民
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
、

内
容
を
考
え
、
少
し
で
も
魅
力
的
な
紙

面
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
若
者
の
政
治
離
れ
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
若
い
人
や
未
来
の
選

挙
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
内
容
の
紙
面

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

紙
面
は
、
表
紙
、
特
集
、
ク
イ
ズ
、

あ
と
が
き
で
主
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
明
る
い
選

挙
啓
発
作
品
募
集
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

優
秀
な
作
品
の
紹
介
と
、
そ
の
年
に
行

わ
れ
る
選
挙
の
予
定
を
掲
載
し
ま
す
。

特
集
は
毎
年
テ
ー
マ
を
持
っ
て
作
成

し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
、
中
学
生
の

生
徒
会
選
挙
の
様
子
、
選
挙
の
歴
史
に

つ
い
て
、
選
挙
時
の
街
頭
啓
発
な
ど
に

つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

街
頭
啓
発
の
特
集
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
山
口
市
の
選
挙
時
啓
発
の

特
徴
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
若
い
頃
か

ら
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
中
学
生
に
よ
る
街
頭

啓
発
を
行
い
、
商
店
街
で
啓
発
物
資
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
有
権
者
が
、

未
来
の
あ
る
子
供
た
ち
か
ら
受
け
取
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
を
託
す
代
表
者

へ
の
関
心
を
よ
り
高
め
て
も
ら
う
活
動

と
い
う
こ
と
で
、
写
真
も
取
り
入
れ
特

集
を
組
み
ま
し
た
。

次
は
ク
イ
ズ
。
選
挙
の
豆
知
識
を
問

い
に
し
て
、
正
解
者
の
中
か
ら
数
名
に

賞
品
を
出
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

平
成
一
七
年
度
の
ク
イ
ズ
の
応
募
者
は

四
四
五
名
で
し
た
。
実
は
こ
の
ク
イ
ズ
、

意
外
な
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
毎

年
、
解
答
以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
コ
メ
ン

ト
が
多
く
記
載
し
て
あ
る
の
で
す
。
そ

の
内
容
を
見
ま
す
と
、
広
報
紙
を
広
げ

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
家
族
で
話
し
合

い
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
選
挙
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
え

た
こ
と
が
う
か
が
え
、
編
集
委
員
一
同

大
変
感
動
し
て
い
ま
す
。

コ
メ
ン
ト
の
一
部
か
ら
。
選
挙
の
歴

史
を
特
集
し
た
と
き
、
あ
る
教
師
か
ら

「
授
業
の
資
料
と
し
て
使
わ
せ
て
も
ら

い
ま
す
」
と
あ
り
、
以
外
な
波
及
効
果

を
喜
び
ま
し
た
。
ま
た
、
未
来
の
選
挙

人
か
ら
「
親
が
い
つ
も
投
票
に
行
っ
て

い
る
の
で
僕
も
二
〇
歳
に
な
っ
た
ら
行

く
つ
も
り
で
す
」
と
あ
り
、
子
供
は
親

の
背
中
を
見
て
育
つ
も
の
だ
と
つ
く
づ

く
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
編
集
に
あ
た
っ
て
の

あ
と
が
き
を
添
え
て
完
成
と
な
り
ま
す
。

年
一
回
の
発
行
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
啓
発
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
ま
た
一
年
の
選
挙
を
振
り
返
る

よ
い
機
会
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

広
報
紙
に
よ
る
啓
発
は
地
味
で
す
が
、

こ
う
し
た
地
道
な
活
動
の
積
み
重
ね
が

投
票
率
の
向
上
や
、
明
る
い
選
挙
意
識

の
醸
成
に
繋
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
山
口
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
常

務
理
事
・
原
田
雅
代
）

わ
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て

〈
山
口
県
山
口
市
〉
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編 集 協 力　●株式会社 公職研

●特集は、「市民サイドからの政治・選挙情報の発信」を取り

上げました。インターネットを通じ、個人、グループ、NPO、

web会社等色々なレベルから、従来のマスメディアからのプロ

による情報とは異なる多元的な情報が提供されています。いず

れも、有権者、特に若者の政治・選挙に対する意識を高めよう

とするもので、明るい選挙推進運動にとっては喜ばしいことで

す。今後はこれらのサイトとの連携も考えていく必要があると

思われます。

4頁の表で紹介した各サイトに是非アクセスしてみて下さい。

編　　集　　後　　記

協会からのお知らせ ■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

●メイスイ列島フラッシュは、各地の広報誌づくりを取り上げ

ました。取材、執筆の御協力、有難うございました。

編集の苦労はこの「私たちの広場」も同じですが、出来あが

った冊子を手にしたときの喜びは格別です。今後とも編集の御

協力、宜しくお願い致します。

●次号の発行は11月下旬の予定です。

ラジオ番組
常時啓発事業として、ラジオ番組を10月7日から実施します。

ヤンキー先生として知られ、現在横浜市の教育委員でもある義家弘介さんをパーソ

ナリティに迎え、若者をメインターゲットに、社会問題、政治・選挙などをテーマとする

リスナー参加型のトーク番組です。いろいろな分野で活躍するゲストをお迎えします。

放送はＦＭのＪＦＮ系列38局で、毎週土曜日の午前10時30分から10時55分まで（三

重県と兵庫県は調整中）です。ぜひお聞きください。

若槻千夏アカデミー
昨年10月から半年間、ＦＭラジオのＪＦＮ系列38局で放送した「若槻千夏アカデミ

ー」の放送内容を冊子にしました。

ラジオは、人気タレントの若槻千夏さんが社会問題や政治、選挙について、クイズ

に答えながらリスナーと一緒に勉強していくものでした。

冊子は、オンエアされたものを書き起こし、それに豆知識などを加えました。新書

判サイズで225頁、手軽に読めるものとなっています。

市区町村選挙管理委員会に寄贈しますので、選管にお問い合わせください。

明るい選挙推進優良活動表彰
今年度から財団法人櫻田曾のご協力により、明るい選挙推進優良活動表彰を実施しま

す。明るい選挙推進協議会、白ばら会、自治会、婦人会、青年団、老人会、ＮＰＯ法人

などが、有権者の政治や選挙への関心を高めるために積極的に取り組まれている活動を

表彰します。

応募レポートの締切りが10月30日と迫ってきました。詳しくは協会ホームページを

ご覧ください。
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